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岩崎純一学術研究所（IJAI）スタッフ

　岩崎純一学術研究所（IJAI）は、本来は（現在も）岩崎純一個人や関係者の著作物の集合体である岩崎純一総合アーカイブ（IJCA）を統括管
理する非法人のセルフアーカイビング機関である。
　但し、所長・岩崎以外の主要スタッフはほとんどが女性であり、その多くが岩崎の出身地・岡山県の神道家・社家の巫女や歌道家の子女で占
められる。このことは、岩崎と同郷であることに加え、IJCAの主要分野が人文系学問、とりわけ東洋哲学、日本思想、宗教学、精神病理学、心
理学、和歌、古典・国文学であることによる。これらの巫女は、実際に（宮中祭祀以外の）現代の各神道関連祭祀に呼ばれて生活する立場であ
り、また岩崎も、和歌の実作によって巫女・歌道子女の文化維持に協力しているほか、一部の歌書や神道書・宗教書をこれらの巫女から託され
ている立場である。
　しかしながら、現時点で私（岩崎）が交流することのできる巫女神道家の子女は、明治の巫女禁断令、世襲社家の禁令、天社神道禁止令など
の陰陽道禁止令、修験道の禁令などの「淫祠邪教」弾圧の国策によって巫女、世襲社家、陰陽師、修験者などが壊滅的となった後も、密かにそ
の神懸り神事、呪術、巫女舞、磐座祈祷、神剣演舞などを秘儀秘伝化・霊学化して生き残った人々に他ならない。そのほとんどは、女系の巫女
神道家であり、歌道家を兼ねる。
　しかも、これらの秘伝女系巫女神道のほとんどは、旧吉備王国の版図内（岡山県および山陽・瀬戸内海沿岸地域）に集中して残っている。そし
て、宮中祭祀には、一部の巫女を除いてほとんど呼ばれず、事実上、宮中参殿を禁じられている。これは、その吉備王国が、出雲と共に最後ま
でヤマト王権・現皇統と戦って敗れた国であったことと無関係ではない。そのような巫女の怨念を根源とするシャーマニズムのみならず、男性教
祖までもが天啓を受けたとしてシャーマン化した創唱宗教（黒住教、金光教）も、岡山、広島、山口で集中的に発生している。これらの傾向とし
て、天照大神・天孫（すなわち皇統）信仰よりも、天之御中主神などの造化三神や国常立尊（すなわち天地開闢・宇宙創生の神々）信仰に立脚
する教団が多いため、戦前には激しい弾圧を受けている。
　世襲社家の禁令は、当然、帝王神道の伝承と神祇伯の座を担ってきた白川伯王家にも適用された。この時、その伯家神道の秘法を教派神道
や民間団体に伝授して再興したのも、また岡山出身の高浜清七郎と巫女たちであった。現在、全国で秘伝される伯家神事秘法は、ほとんどが
岡山・吉備・山陽の伯家神道を源流に持つ。巫女禁断令を嘆く中、憑霊状態で和歌を詠む狐憑きの少女に出会った本田親徳も、清七郎から伝
授された秘法をもとに巫女・少女たちの憑霊を研究し、本田神道霊学（本田霊学）を大成した。
　そこで、広義の日本神道と我々IJAIの吉備の巫女たちのルーツとを整理するため、本資料を巫女たちと共同で作成することとした。方法として
は、一通り日本神道の全貌を図示した上で、IJAI巫女スタッフの系譜を書き込むものである。
　また、所長・岩崎の神道観と神道史観も、概ね本資料の通りであると理解していただいて差し支えない。基本的に私は、太古日本・東アジアの
アニミズム・シャーマニズム・巫女神道、そして故郷の吉備系神道に立脚した原始神道・古神道を信奉し、ヤマト王権（現皇統）傘下の神道では
（吉備によく残る）物部・斎部・大中臣神道や一部の神儒仏習合思想、さらには中観思想・唯識思想と我が家系の曹洞禅を折衷した仏教哲学
を、最も好む思想とする。一方で、戦後の政府、宮内庁、文科省・文化庁、神社本庁、一部の単立法人、神道政治連盟、日本会議、大学（特に
国立大学）などが神社観、神道観、天皇観、皇国史観を定義する現代の神社神道、および葬式・戒名仏教勢力が仏法を説く現代の仏教には、
全く信用を置いておらず、祭祀・宗教・教学いずれの側面からも見るべきところなどないと痛感するものである。

序文　　岩崎　純一　　令和元年6月6日　筆

本資料で解説しているスタッフ
巫女（神道家・神道社家子女）・歌道家子女スタッフ 一般スタッフ
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建設した国家とその
首長

支配層の民族血統
概ね先占渡来人（先土器時代人・縄文人）と太古弥生人・渡来人（三韓・新羅系）

の混血
概ね末期弥生人・渡来人（朝鮮・百済系）と左記弥生人との混血（現憲法下の選挙制確立以降は、為政者の血統不問。但し、天皇・皇族を除く。）

広義の日本神道

(4) 山岳信仰・修験道・仏教・神仏習合歌壇

(5) ヤマト王権・大和朝廷・現皇統勢力圏（大王・天皇の確立期から立憲君主制・象徴天皇制の現在に至るまで）の歌壇

室町時代に消滅、戦後に形式的に復活
女人列・協力女性までを含めると、数百人

京都・近畿の上流男系一族の才媛を斎王代とし、これを男衆が担ぎ、
女人列が従う祭祀を葵祭として開催し、皇族女性を伊勢祭主とするこ
とで、形式のみを再現している。斎王代は、神懸り神事や旧派歌道を

行わない。

日本国の主流
9000万人～1億2000万人

（但し、血統はほぼ縄文・弥生混血。沖縄・北海道で縄文優勢。一方、旧諸蕃氏族のみならず皇統および旧天孫・天神系氏族で末期弥生渡
来系すなわち朝鮮・百済系優勢。）

このうちほとんどの国民が明確な神道意識を持たず、同時に同程度の人口が事実上の仏教徒であると共に、仏教意識も神仏習合意識も持た
ず、無宗教であると自覚している。国学と現代の保守思想では、国柄・国体は万世一系・男系男子血統の大王（天武以降は天皇）が保証するも
のと見なされている。また、諸蕃（渡来系・朝鮮系）氏族は王権の中枢を担い、皇別・神別氏族も大半が朝鮮系渡来人であった上、2001年には上

皇陛下ご自身が前述の「韓国とのゆかり」を仰せられたにもかかわらず、朝鮮民族排撃の思想が見られるのが、現代日本の特徴である。

(1) 巫女神道・原始日本神道・古道歌壇（縄文・弥生時代、列島先住日本人、太古
の帰化渡来人）

(2) 斎王系・後期巫女神道系歌壇（末期弥生時代、朝鮮系・百済系帰化渡来人）

男系皇族女子（内親王・女王）
（必ず世襲）

現皇統（日本国）との
関係

祭祀の主導者（神道
流派の宗匠）

和歌（古代歌謡～歌
道）の担い手による

分類

父母血統と系統

奉納型祭祀（神人分離型
の男性シャーマン型または
巫女への神懸り依頼型）

祭祀の中心 神懸り神事（神人一体・シャーマニズム・神降ろし・憑依・化身型）

第十四巻での色分け。かつ、『日本旧派歌道流派総覧』の「流派の主体」に氏族を記載　→

現在の日本国民に占
める人口

仏教系、寺請制度系

天之御中主神・国常立尊信仰優位
（現宮中三殿の神殿が祀る天神地祇から天皇守護

にまつわる八神すなわち旧八神殿が祀った八神を除
いた神々と、宮中三殿が祀らない非ヤマト系・日本土

着の八百万の神々への信仰が優位）

崇仏・親仏系

天之御中主神・国常立尊信仰と天照大神（新旧賢所）・天孫・皇
霊（現皇霊殿）・八神（旧八神殿）信仰がほぼ対等

非ヤマト圏巫女神道・巫女教系
ヤマト王権神道系（神社神道、国家神道、皇室神道）およびヤマト王権内独立神道系（教派神道、神道十三派、新宗教）

道教、陰陽道習合系
古神道系（近世末期以降
の呼称は復古神道）の廃

仏・排仏系

密教、仏教習合系

天照大神（新旧賢所）・天孫・皇霊（現
皇霊殿）・八神（旧八神殿）信仰（天皇

崇拝、現人神崇拝）優位

平田復古神道、神道国教化策、国家神道で禁止された巫女神道・巫女教（巫女
の原始神道、古神道、古道、鬼道、鬼神道）

神儒習合（儒家神道）系古神道系

神仏習合系

日本列島先占原住民、縄文人、太古弥生人（琉球民
族、熊襲、隼人、アイヌ民族、出雲族、吉備族、毛野族）

非先占末期弥生人、朝鮮・百済系渡来人（天孫族、ヤマト王権連合、豪族、軍事貴族）
：狭義の「大和民族」

●　日本国民（広義の大和民族、戦前の大日本帝国の内地国民）

女系男子（筆頭巫女の男
臣）

古代筑紫、古代出雲、古代吉備など非ヤマト系古代王国（王、男王、女王） ヤマト王権（大王）→大和朝廷（天皇・治天の君）→大日本帝国（王政復古、天皇大権・統治権総攬、立憲君主）→日本国（象徴天皇、事実上の立憲君主）

↓↓　『日本神道道統図（IJAI巫女・歌道子女スタッフ加入版）』

男系一族（神官家・社家）の男子宮司・禰宜・権禰宜（戦後は稀に女性）
：巫女禁断令（1873）以後の狭義の日本神道（神社神道、皇室神道、国家神道、多くの教派神道）

大王（のちの天皇）と異なる王を戴く王国を築いたのち、大和朝廷（現皇統）支配
下に組み込まれたが、現在も異端（原始神道）として秘伝化し継承されている神

道の系列
（但し、畿内も、ヤマト王権の侵入以前は巫女の王と巫女共同体による原始シャー
マニズム世界。また逆に、ヤマト王権に取り込まれて中央豪族と化した吉備氏や和

気氏などは、男系神道に転向し、故郷の巫女神道と疎遠となった。）

大和朝廷（現皇統）自体の神道である、または大和朝廷（現皇統）支配下で継承されている神道の系列

巫女禁断令（1873）で表向きは消滅、教派神道など
に強制編入

明治政府公称人数：0人、現在の実人数：およそ150
人～200人

縄文系ムラ社会共同体から継続する女系女子の巫女
神道・非神社神道が主体であったと考えられる。吉備
の巫女神道社家では、その祭祀を秘伝化させて伝

承。互いに少しずつ異なるものの、基本的には古代吉
備伽耶王国系の秘宝・秘儀を保持。

日本では少数
左記の巫女や右記の斎王
が亡くなった場合の祭祀の

代行役が多い。

筆頭巫女および巫女連合
（世襲巫女社家または地縁巫女共同体）

（筆頭巫女は、女系一族の家長を兼ねる巫女、また
は男系男子で辿れる男系一族の血統と無関係に辿

れる女系巫女）

↓↓　ほぼ上記そのまま ↓↓　王朝・歌道宗匠血統図から神道・宗教系統図へ組み替え

(3) 神社神道・近代社格制度下の古代神社・古道歌壇

女系（母系）女王・巫女系神道
：「神の道・惟神道（かんながらのみち）」（のちの神道）と「歌の道・巫女神楽」（の

ちの歌道）とは未だ不可分

男系（父系）男王・男性神職系神道
：狭義の日本神道

神懸り神事（神人一体・シャーマニズム・神降ろし・憑
依・化身型）

自ら日の巫女（卑弥呼）・シャーマンとして天之御中主
神、国常立尊、天照大神、あるいはそれ以前の土着

の女神となるものが真骨頂

奉納型祭祀、現世利益的参拝・参詣（神人分離型、金運・仕事運・健康・恋愛などに関する「神頼み」の形式、見返り要求型）
皇民・国民による「参拝・参詣」の形式をとる神道
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右記の同
項を見よ。

左記の同項を
見よ。

　天地開闢を
担ったとされ
る造化三神・
別天津神や
神代七代へ
の信仰を重
視するもの
の、天照大
神直系の天
孫とされるヤ
マトの王、す
なわち天皇
を「現人神」
かつ神道の
主宰者と見
る神道の系
譜である。神
代から枝分
かれした各
血統のうち、
皇統の天孫
血統の神性・
真性を強調
する傾向に
ある。

太古

青銅器
時代

凡例

古代出雲圏

古代畿内
→古代ヤ
マタイ→ヤ
マト圏（奈
良、京都）

屈葬、祟り（タタ
リ＝立ち有り・

神々の顕現）信
仰

人身御供（ひと
みごくう）、人身
供犠、生贄、人

柱

道統名称
★：影響を
受けた神道
や他の宗
教・思想
◆：特徴、概
要、解説

言葉・歌の側面（歌垣・歌掛き・懸け合い・嬥歌・歌謡・口寄せ）と巫女神道・巫女
教の側面（鬼道・呪術・神懸り神事・巫女舞・巫女神楽）が未分化である時代

ヤマト王権連
合誕生以降
の動向につ
いて、本資料
の協力者の
巫女らの多く
は、概ね以
下のように見
ている。岩崎
も現在のとこ
ろ、概ね同様
の立場をと
る。
まず、ヤマト
王権連合が
吉備の巫女
らを妻とし
て、吉備の巫
女神道への
制圧・懐柔策
を開始。手始
めに、日本武
尊が吉備の
巫女らを妻と
する。
次いで、ヤマ
トは吉備の
特殊器台・特
殊壺を取り込
み、祭器の
役割を排除
して「埴輪」と
し、吉備の技
術を模倣して
量産。
応神・仁徳天
皇が吉備に
軍勢を派遣
して侵攻しつ
つ、吉備の
女を妃とし、
吉備王国と
吉備の巫女
祭祀が急激
に衰微。

　基本的には、天照大神直系の天孫とされるヤマトの王、すなわち
天皇を「現人神」かつ神道の主宰者と見なすものの、天地開闢を
担ったとされる造化三神・別天津神や神代七代への信仰を重視
し、しばしば天照大神・天孫信仰に反抗した神道の系譜である。
従って、神代から枝分かれした各血統のうち、皇統の天孫血統の
神性・真性を懐疑する立場が存在する。

　皇統以外の王統（女系巫女の王統）や神事秘法を伝
承する神道の系譜である。天地開闢を担ったとされる
造化三神・別天津神や神代七代への信仰を重視し、こ
れら八百万の神々と、神々と一体化する神懸り神事を
行う巫女・シャーマンら自身が神道を総有・主宰するも
のと見ており、天照大神直系の天孫とされるヤマトの
王、すなわち天皇を「現人神」かつ神道の主宰者と見
ることにしばしば懐疑的で、主に明治政府、帝国憲法
下の政府から激しい弾圧や禁令を受けた。
　吉備においては、現在も巫女舞、磐座祈祷、神剣演
舞などの神懸り神事を行う女系巫女・シャーマンどうし
が互いを「神」と呼び合う一方、男系男王や男系社家
については、「現人神」とされる前に吉備がヤマトに征
服され、現地の豪族（吉備氏、和気氏など）や社家が
吸収されたため、現在でも吉備の王や吉備津彦神社・
吉備津神社などの宮司は「現人神」とはされない。
　出雲においては、近現代まで、地域住民が出雲大社
の宮司・出雲国造を現人神と崇め、国民の天皇崇拝
に対峙する風習が見られたが、現在は形骸化し、むし
ろ宮司も住民も（天皇の「人間宣言」にもかかわらず）
天皇のみを「明つ御神」と表現して神性を認める一方
（「出雲国造神賀詞」の表現）、出雲大社と離別して秘
儀を続ける巫女どうしが、互いに「神」と呼び合ってい
る。
　なお、旧吉備王国・非大和朝廷系の女系巫女神道
の主張には、「埴輪は吉備で発祥した」、「応神・仁徳・
履中天皇陵は吉備の造山古墳を模倣して築造した」と
いったユニークなものが多いが、のちにこれらの多く
が、発掘・研究調査で史実と判明している。

　天照大神直系の天孫とされるヤマトの
王、すなわち天皇を「現人神」かつ神道
の主宰者と見る神道の系譜である。天
照大神・天孫以前の、天地開闢を担っ
たとされる造化三神・別天津神や神代
七代の前半には、あまり言及せず傍観
する一方、神代から枝分かれした各血
統のうち、皇統の天孫血統としての神
性・真性を強調する傾向にある。
　また、近代、とりわけ戦前・戦時中に
は、天皇大権、国家の統治権の総攬者
としての天皇の権限の絶対性は、神道
の主宰者としてのそれを上回るものと見
なされ、かつ「神道は宗教ではない」とさ
れて、帝国憲法で保障されていた信教
の自由を迂回する形で「国家神道」が定
義され、国家国民総崇敬のファシズム・
全体主義神道へと変貌した。
　戦後は一転、宗教法人神社本庁が天
照大神・天孫信仰の中心を担うが、現
在も神道政治連盟などの関係団体を通
じて神道行政の一端を形成しており、国
政や宮内庁に介入的である。また、靖
国神社などの単立法人も、神社本庁と
は概ね非敵対的で、天皇の靖国不参拝
を批判するなど、実際は国政や宮内庁
に介入的である。

吉備系巫女神道・巫女舞
歌道

吉備・岡山県の多くの女系
巫女神道家は、家宝や秘
伝・秘儀に基づき、以下を
主張。
→　ヤマトの埴輪、ヤマトの
前方後円墳（応神・仁徳・
履中天皇陵など）、ヤマト
の神社の原型、ヤマトの言
語（大和言葉・日本語）の
原型、ヤマトの定型詩（和
歌）の原型、ヤマトの土器
製塩、ヤマトの鉄産業は、
いずれも吉備が発祥地・源
流である。（「特殊器台・特
殊壺」、造山古墳、原始神
社の「姫社」、古代吉備語、
古代吉備歌謡・巫女神楽な
ど。）
→　近年の発掘調査によ
り、多くは史実であることが
判明している。吉備とヤマト
の相関図を見よ。

原始自然信仰、シャーマニズム、アニミズム、トーテミズム、「霊（ひ）」・「マナ」信仰、鬼道（神儒仏未分離ないし儒仏公伝以前の神道）
：折口信夫や中山太郎の説の通り、原始神道は全てが巫女神道・巫女教として発祥したが、巫女禁断令（1873）以降、概ね神社神道・国家神道・皇室神道・伊勢神宮および神社本庁・神道政治連盟・都道府県神社庁は否定的・批判的立場を、教派神道系教団や民俗学者らは肯定的立場をとる。

吉備墳丘墓文明圏

古代吉備圏（岡山、広島、
山口、兵庫）

埴輪が吉備の巫女の原始
神道の祭器（特殊器台・特
殊壺）として発祥（岡山、楯
築墳丘墓）

本来、「祟り」と
は「（神々の）立
ち有り」、すなわ
ち神々の顕現
の意で、この頃
はこれらへの忌
避と抵抗よりも
畏怖と崇敬が優
勢であり、神々
の霊験として甘
受されている。
これを神懸り神
事や言葉（「言
挙げ」）によって
統御できる唯一
の存在が巫女
で（「雨乞い」な
どがその例）、
巫女自身が神
の化身として、
あるいは神が霊
として、主体的
に他の人間を祟
る場合を、「呪
い（のろい）」とし
て区別するよう
になった。この
「のろい」も、当
初は単に巫女
による「呪い（ま
じない）」、「禁
厭」の意であっ
て、人々を苦し
め殺す呪詛の
意に限らない。
但し、次第に
「祟り」と「呪い
（のろい）」は怨
霊による悪人に
対する災難であ
るという認識が
生じる。

人間を神への生贄とする風習は、太古より日本列島（縄文人、弥生人、琉球民俗、アイヌなど）や東西アジア、
環太平洋地域（マヤ、アステカ、インカなどアメリカ大陸側沿岸部を含む）、一部のヨーロッパ地域に見られる。
（追儺伝承、三股淵伝承、見付天神裸祭と早太郎・悉平太郎伝承、丹塗矢伝承、富岡八幡宮伝承、アイヌの
人身御供伝承など）
古代ヨーロッパや西アジアでは、下層民や奴隷、土着宗教の信徒を（ローマ帝国、ユダヤ教、キリスト教などの
正統性を口実として）生贄とした一方で、アニミズム文化圏である日本、東アジア、環太平洋地域では以下の
特徴が見られる。
◆多くの人身御供の伝説と実話において、生贄となったのは女子であり、中でも確認できる限り、処女、少女、
巫女、未婚女子がほとんどを占め、かつほとんどの場合でこれら全てを満たしている。一方、確認はできない
ものの、美女であることが条件として記録されている場合も多い。
◆人身御供の方法は、川・泉・滝などへの女子自らの入水・飛び込み・転落、祭祀の主宰者や村人らによる投
げ込みである。槍・刀・剣・斧・矢などを用いた自害や殺害は、ほとんどの場合で人身御供として記録されてい
ない。
◆欧米圏のような死後の転生信仰や悪魔崇拝による赤子の殺害や（集団）自殺（人民寺院の集団自殺など）
と異なり、主に男神への貢物、その荒魂（あらみたま）（の顕現である天災や疫病の流行など）の鎮魂・鎮圧策
として行われたものである。
◆邪馬台国の卑弥呼の死に際して100余人の奴婢が殉葬されたと『三国志』「魏志倭人伝」に記されるなど、
太古の時代には女王・女官に対する男臣の殉葬も見られ、これは東アジア、環太平洋地域、ヨーロッパに共通
する特徴である。ところが、のちに東アジア、環太平洋地域では、人身御供のほとんどは前述の形態となっ
た。地震・津波・台風など、これらの地域に特有の大規模自然災害の存在が影響したと考えられる。
◆日本では古来、狭い国土と急峻な地形、流れの速い河川により、河川の氾濫、洪水が多発しており、また、
怨霊信仰、御霊信仰、精霊信仰、妖怪信仰、人神信仰が広がるにつれ、自然災害や疫病の流行は人間の地
上での悪行に対する神々（邪神や夜叉）の怒りの顕現であると信じられるようになった。それがために、ほとん
どの人身御供が、上記の通り純潔女子の奉納形式となった。
◆日本では、生贄の対象となる純潔女子（の家の屋根）には神霊から白羽の矢が立てられる（放たれる）とさ
れ、実際に白羽の矢が作られ、立てられた。諺「白羽の矢が立つ」（期待・嘱望されて選ばれる）はこれに由来
するが、本来は「犠牲者に選定される」、「神々の荒魂に目を付けられる」の意であり、かつ、「白羽」の矢は純
潔女子にのみ与えられた（向けられた）ものであった。
◆なお、殉葬の代わりに土で作った人馬を陵墓に立てたのが埴輪の起源であるとする説話が『日本書紀』垂
仁紀に記録されている。しかしこれは、ヤマト王権の創作にすぎないことが考古学上判明している。吉備王国
（岡山県と周辺地域）の墳丘墓（楯築墳丘墓など）で巫女の祭器として特殊器台・特殊壺が発祥し、これをヤマ
ト王権が模造して普及させたものが埴輪であることが分かっている。一方、中国の兵馬俑は人身御供の代替
であると推定されている。

第
十
四
巻

『
吉
備
・
ヤ
マ
ト
相
関
図

』
で
詳
説

出雲系巫女
神道・巫女

舞歌道
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墳丘墓・
古墳時
代

阿哲・阿
新・神郷・
神代（こうじ
ろ）・矢神・
雨請山・
鯉ヶ窪湿原
流巫女神
道・巫女舞
歌道

楯築墳丘墓
流鬼神道（広
義には、温羅
伝説、鬼ノ城
伝説、吉備
津彦伝説、
桃太郎伝説
などを含む、
またはこれら
の根源）

東アジア各地
から仏教私伝
（伝来時点で
各地の土着
信仰や儒教、
道教と習合し
ている。）

中国・朝鮮から
儒教私伝

中国・朝鮮から
道教、陰陽思
想、五行思想私
伝

中国・朝鮮から
儒教私伝

東アジア各
地から仏教
私伝
（伝来時点
で各地の土
着信仰や
儒教、道教
と習合して
いる。）

東アジア各
地から仏教
私伝

畿内（非ヤ
マタイ・非
ヤマト系）
墳丘墓文

明圏

毛野墳丘墓・
古墳文明圏

★縄文型原
始神道祭祀

女系巫女神
道家の巫女
（御子、神
子）
★縄文型原
始神道祭祀

総社、倉敷、
高梁、瀬戸
内、備前の女
系社家・巫女
（御子、神子）
★縄文・弥生
混合型原始
神道祭祀

中国・朝鮮から
儒教私伝

荒魂（あらみた
ま）・

和魂（にきみた
ま）・

幸魂（さちみた
ま）・

奇魂（くしみた
ま））
信仰

（大国主神・大
物主・大神信
仰、出雲大社
や大神神社の
神語・唱詞（と
なえことば）な

ど）

中国・朝鮮から
道教、陰陽思
想、五行思想私
伝

中国・朝鮮から
儒教私伝

芥子山磐座
流（大多羅
寄宮、句句
廼馳神社、
布施神社
流）巫女神
道・巫女舞
歌道

姫社（ひめこ
そ）系巫女神
道・巫女舞歌
道

東アジア各地
から仏教私伝
（伝来時点で
各地の土着
信仰や儒教、
道教と習合し
ている。）

邪馬台国
（太古女系
王権の一）
の神道・言
語文化

山岳信仰

物部氏・忌部（斎部）氏・（大）中臣氏
（廃仏、神別天神氏族・非皇別氏族）系

祭祀
（女系巫女神道）

神儒習合（近世以降の呼称は儒家神道）の発生

次にヤマト王
権連合は、
当時全国最
大の吉備の
造山古墳の
造営技術を
取り込んで、
誉田御廟山
古墳（伝応神
天皇陵）、大
仙陵古墳（伝
仁徳天皇陵）
を造営。上石
津ミサンザイ
古墳（伝履中
天皇陵）など
も同様と考え
られる。
ヤマトは、王
国・墳丘規模
で吉備王国
と立場が逆
転。巨大な前
方後円墳文
化を我が物
とする。
さらに雄略天
皇が軍勢を
拡大して吉
備に侵攻し、
吉備氏の乱
を鎮圧しつ
つ、吉備の
女を妃とし、
吉備王国の
壊滅が決定
的となる。

しかし、吉備の巫女らの
中には、下記の説を唱え
る者が多くいる。また近
年、これらの説を唱える吉
備研究者も増加してい
る。岩崎も、一部の説の
正しさを確信している。
すなわち、埴輪は吉備で
発祥したとする説（ただ
し、巫女神道の祭具として
発祥したのであるから、
「埴輪」とは別に特称され
るべきであるとする説）、
邪馬台国が吉備にあった
とする説（邪馬台国こそ吉
備国の本体であるとする
説、卑弥呼らの鬼道は吉
備・楯築墳丘墓・鬼ノ城地
域の巫女祭祀そのもので
あるとする説）、造山古墳
こそ応神天皇陵であると
する説（その他吉備の古
墳群をのちのヤマト王権
の天皇や有力者の陵とす
る説）、日本武尊や応神・
仁徳・雄略天皇（倭の五
王）らこそ吉備人であり、
従って吉備に侵攻したの
ではなく、内紛や穏健で
非敵対的な王位・地位簒
奪によって一旦吉備の王
や有力者となったのちに
吉備か大和でヤマト王権
（日本）を作った（そのため
に吉備国が消えたように
見えるにすぎない）とする
説、『記紀』はヤマトの起
源が吉備にあることを嫌
悪し隠蔽しようとした後代
の（大和・畿内に定着し
た）天皇・有力者による書
であるとする説などであ
る。
少なくとも造山古墳応神
天皇陵説の正しさは、半
数超の吉備研究者と吉備
の巫女が確信している状
況にある。また、埴輪の
起源の問題については、
吉備のものが最古である
ことが楯築墳丘墓などの
発掘調査で確認され、こ
れは「特殊器台・特殊壺」
と特称されるに至った。現
在のところ、政府、文科
省・文化庁、宮内庁、神社
本庁、大学のヤマト系学
閥（特に国立大学）などに
よる畿内・吉備の史跡の
発掘調査拒否・妨害を突
破した数少ない例であ
る。元より、『記紀』におい
て、吉備の記述のみが際
立って不自然で創作的・
歪曲的であることも、明ら
かである。今後さらに、上
記各説の正当性が証明さ
れる可能性がある。

古代三大墳
丘墓・古墳
文明圏
（墳丘全長
200m以上
の王国）

◆仏教私伝においては、公伝後における朝廷での神
仏習合の体系化や神宮寺の建立は見られず、仏や菩
薩を単に「蕃神（あだしくにのかみ、となりのくにのか
み）」、「今来（いまき）の神」、「仏神」とし、それまでの
古神道の八百万の神々と同質と見て、これらに追加す
る形をとった。仏教を神道と異なるものとする理解はせ
ず、古来の神祇への仏や菩薩の追加のみに焦点が置
かれ、全てを神祇として相変わらず巫女が祀ったた
め、正しくは「仏・菩薩私伝」とすべきである。従って正
確には、初期の神仏習合は、相異なり矛盾する信仰
の混合を意味する「シンクレティズム」とさえ言えない。

◆最初は怨霊信仰を受けて荒魂信仰として始まり、次に和魂が信
仰され、その和魂から幸魂と奇魂が分かれたとされる。
しかし、荒魂信仰が和魂信仰に転じる傾向は、御霊信仰の発生以
降である。また、幸魂と奇魂の峻別は、近代以降の出雲大社（教）
や大神神社の霊魂観である。
太古神道にこの傾向はなく、実際には二魂（荒魂・和魂）並列や四
魂並列（全魂一体）の信仰であった。従って、怨霊と霊験とは同質
のものと理解されていた。
しかし、後世の朱子学系・幕藩体制派の儒家神道や復古神道、明
治以降の国家神道は、全国の神社・神官や庶民への勧善懲悪の
論法として非並列の四魂論を唱えた。出雲大社・大神神社も、祭
神論争の敗北の反動で、大国主神の荒魂・和魂の両極を伊勢神
宮に対して強調する二元論的霊魂観に移行した。また本田霊学
も、下述の通り、新規の一霊四魂を唱えた。
出雲と吉備の巫女神道は、これらいずれもに異を唱え、一元論的
霊魂観を伝承した。

下記三氏
族は、いず
れも神別天
神系祭祀
氏族（すな
わち、天
孫・神武天
皇・ヤマト
王権が大
和の地に
入る以前か
ら列島に土
着した祭祀
氏族）であ
り、吉備王
国・西日本
や大和の
各地で祭祀
を司った。
忌部神道
の拠点は
岡山県備
前市伊部な
ど。

吉備・岡山県の多くの女系
巫女神道家は、家宝や秘
伝・秘儀に基づき、以下を
主張。
→　ヤマトの埴輪、ヤマトの
前方後円墳（応神・仁徳・
履中天皇陵など）、ヤマト
の神社の原型、ヤマトの言
語（大和言葉・日本語）の
原型、ヤマトの定型詩（和
歌）の原型、ヤマトの土器
製塩、ヤマトの鉄産業は、
いずれも吉備が発祥地・源
流である。（「特殊器台・特
殊壺」、造山古墳、原始神
社の「姫社」、古代吉備語、
古代吉備歌謡・巫女神楽な
ど。）
→　近年の発掘調査によ
り、多くは史実であることが
判明している。吉備とヤマト
の相関図を見よ。

吉備墳丘墓・古墳、吉備
製鉄（吉備たたら製鉄）文

明圏
怨霊・呪い（のろい・まじない）信仰

太古女系王権の神道・言語文化（邪馬台国：九州説、出雲説、吉備説、畿内説な
ど）

本来、「祟り」と
は「（神々の）立
ち有り」、すなわ
ち神々の顕現
の意で、この頃
はこれらへの忌
避と抵抗よりも
畏怖と崇敬が優
勢であり、神々
の霊験として甘
受されている。
これを神懸り神
事や言葉（「言
挙げ」）によって
統御できる唯一
の存在が巫女
で（「雨乞い」な
どがその例）、
巫女自身が神
の化身として、
あるいは神が霊
として、主体的
に他の人間を祟
る場合を、「呪
い（のろい）」とし
て区別するよう
になった。この
「のろい」も、当
初は単に巫女
による「呪い（ま
じない）」、「禁
厭」の意であっ
て、人々を苦し
め殺す呪詛の
意に限らない。
但し、次第に
「祟り」と「呪い
（のろい）」は怨
霊による悪人に
対する災難であ
るという認識が
生じる。

出雲ノ神の一族・出雲族
が崇敬したとされる大神
神社は、三輪山を神体山
とする（本殿がない）神奈
備信仰の神社で、従って
発祥は出雲大社の創建
よりも古い。その磐座祭
祀とされる祭祀を出雲や
岡山の新見・真庭の巫女
が現在も継承している。
右記の通り、この頃の大
物主大神信仰では、荒魂
と和魂の双方が一体的に
理解されており、本田霊
学の一霊四魂のような中
心霊信仰は存在していな
い。しかし、明治の巫女禁
断策以降は、天照大神・
天孫（天皇）信仰に対する
巫女らの天之御中主神・
国常立尊信仰側からの抵
抗に、中心霊信仰が親和
したことから、一時的には
巫女神道と神道霊学とが
結びつくこととなる。

卑弥呼（女王兼筆頭巫女）
★朝鮮・渡来系祭祀
★→　神武東征神話

第
十
四
巻

『
吉
備
・
ヤ
マ

ト
相
関
図

』
で
詳
説

出雲系巫女
神道・巫女

舞歌道

神仏習合の発生（神仏習合系祭祀）
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奴国
邪馬台国
（九州説）

邪馬台国
（出雲説）

邪馬台国
（畿内説、
ヤマタイ＝
ヤマトか）

邪馬台国（諸
説）

毛野墳丘墓・
古墳祭祀

古代筑紫
王国

古代出雲王
国

陰陽五行説

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女
（御子、神
子）

女系巫女（御
子、神子）

怨霊信仰・御霊
信仰

言霊信仰 山岳信仰

神庭（かん
ば）・真庭
（まにわ）流
流巫女神
道・巫女舞
歌道

物部神道

★太古神
道の生き残
り、呪文、
朝廷祭祀
豪族
◆崇仏派
の蘇我氏
がほぼ滅
ぼす。

大和朝廷祭祀
（朝儀）

大和朝廷祭祀
（朝儀）

杵築大社（出
雲大社）の建
設。神社なき
（磐座、祠、
祭器などの
みの）女系巫
女神道から
大社社家に
よる男系神
社神道が分
派発生（右下
方へ）。

忌部（斎部）
神道

★太古神
道の生き残
り、呪文、
朝廷祭祀
豪族
◆（大）中
臣氏に朝
廷祭祀官
職を独占さ
れて斎部氏
衰退

儒教の朝儀は
仏教の朝儀に
先行して整備
されたが、釈
奠（儒祭）とし
ての確立は飛
鳥時代末期。

陰陽五行説によ
る朝儀は仏教
の朝儀に先行し
て整備された
が、陰陽道とし
ての確立は飛
鳥時代中期。

道満（どうま
ん）流巫女神
道・巫女舞歌
道

（大）中臣神
道

★宗教祭
祀氏族、呪
術
◆巫女連
合を有す
る、大祓・
中臣の祓
（中臣鎌子
の代に確
立）、大祓
詞、寿詞
「中臣寿
詞」（「天神
寿詞」）け
がれとはら
い

←　ヤマトが更
に軍勢派遣、

征討

神懸りとなって神託を得る
者が、非ヤマト圏では巫女
であり続けたが、ヤマトでは
女系男子の「審神者（さに
わ）」、さらには男系男子の
「審神者」となっていく。やが
て審神者を廃し、男系男子
の宮司や禰宜が奉納祭祀
のみを行うようになったもの
が神社神道であり、審神者
は教派神道に集中して残っ
た。

◆物部氏の中央豪族化・男系神
道主義と蘇我氏の神道軽視・朝
廷祭祀仏教化策により、吉備・
山陽の巫女と神仏習合系の尼
僧とが結託して秘儀秘伝化し
た。密教の秘儀の手法は、巫女
神道にも流入した。

ヤマト古墳文明圏

百済から陰陽思
想と五行思想が
別個に公伝（五
経博士、易博士
による）。陰陽
五行説として統
合。

百済から儒教
公伝（五経博
士による）。日
本では、儒教
（正確には儒家
思想）は儒学と
して受容され
た。

その他、巫
女神道・巫
女舞歌道を
有する全国
の巫女
（神社・社家
に属するも、
現皇統・神
社神道との
つながりが
見出せない
非ヤマト王
権系）

乙倉（おとく
ら）流、
狩屋（かり
や）流、
日下・草加
（くさか）
流、
国定（くにさ
だ）流、
高祖（こう
そ、たか
そ、たかす）
流、
虫明（むし
あけ）流
巫女神道・
巫女舞歌道

しかし、吉備の巫女らの
中には、下記の説を唱え
る者が多くいる。また近
年、これらの説を唱える吉
備研究者も増加してい
る。岩崎も、一部の説の
正しさを確信している。
すなわち、埴輪は吉備で
発祥したとする説（ただ
し、巫女神道の祭具として
発祥したのであるから、
「埴輪」とは別に特称され
るべきであるとする説）、
邪馬台国が吉備にあった
とする説（邪馬台国こそ吉
備国の本体であるとする
説、卑弥呼らの鬼道は吉
備・楯築墳丘墓・鬼ノ城地
域の巫女祭祀そのもので
あるとする説）、造山古墳
こそ応神天皇陵であると
する説（その他吉備の古
墳群をのちのヤマト王権
の天皇や有力者の陵とす
る説）、日本武尊や応神・
仁徳・雄略天皇（倭の五
王）らこそ吉備人であり、
従って吉備に侵攻したの
ではなく、内紛や穏健で
非敵対的な王位・地位簒
奪によって一旦吉備の王
や有力者となったのちに
吉備か大和でヤマト王権
（日本）を作った（そのため
に吉備国が消えたように
見えるにすぎない）とする
説、『記紀』はヤマトの起
源が吉備にあることを嫌
悪し隠蔽しようとした後代
の（大和・畿内に定着し
た）天皇・有力者による書
であるとする説などであ
る。
少なくとも造山古墳応神
天皇陵説の正しさは、半
数超の吉備研究者と吉備
の巫女が確信している状
況にある。また、埴輪の
起源の問題については、
吉備のものが最古である
ことが楯築墳丘墓などの
発掘調査で確認され、こ
れは「特殊器台・特殊壺」
と特称されるに至った。現
在のところ、政府、文科
省・文化庁、宮内庁、神社
本庁、大学のヤマト系学
閥（特に国立大学）などに
よる畿内・吉備の史跡の
発掘調査拒否・妨害を突
破した数少ない例であ
る。元より、『記紀』におい
て、吉備の記述のみが際
立って不自然で創作的・
歪曲的であることも、明ら
かである。今後さらに、上
記各説の正当性が証明さ
れる可能性がある。

古代三大墳
丘墓・古墳
文明圏
（墳丘全長
200m以上
の王国）

吉備墳丘墓・古墳祭祀

→　中央政権への物部・忌部・中臣神道の取り込みと男系化　→

ヤマト古墳祭祀

朝鮮から仏教公伝

古代ヤマト王権連合

→　男系男子王
政に転向　→

ヤマト古墳
文明圏

『万葉集』
収録歌（万
葉歌）にお
いて顕在
化。（万葉
歌人におい
て自覚的に
確立。）
明治の近
代神霊学
的な「言霊
学」とは異
なり、元来
の「コトダ
マ」の意で
ある。

大和朝廷祭祀（朝儀）

◆物部・忌部・中臣氏は、非ヤマ
ト系祭祀氏族から朝廷祭祀氏族
となった。物部氏は、各地の旧
物部神道系の女系巫女と新興
の尼僧の双方に全裸・鞭打ちの
刑を加えた。とりわけ、物部守屋
が善信尼、恵善尼、禅蔵尼ら尼
僧の衣を剥ぎ取って全裸にし、
群衆の前で鞭打ったとされるも
のが知られるが、吉備の巫女神
道家にも同様の伝承が残る（守
屋流巫女神道家など）。

物部氏・忌部（斎部）氏・（大）中臣氏（廃
仏、神別天神氏族・非皇別氏族）系祭祀

（女系から男系へ変遷）
男系大王（天皇）系祭祀

王仁による『論
語』伝来（『古
事記』記す。）

邪馬台国（吉備説）

吉備型（縄文・弥生・三韓・
新羅系）巫女神道

言霊信仰

古代吉備・吉備伽耶王国

第
十
四
巻

『
吉
備
・
ヤ
マ
ト
相
関
図

』
で
詳
説

古代四大王
国
（版図の上
位四位）

仏教系・蘇我氏（崇仏、皇別氏族）・神仏習合系祭祀

←　ヤマトが吉備を征服、物部・忌部・中臣氏系祭祀を
取り込む
ヤマト型（百済・末期渡来人・末期弥生系）男系巫女神
道

◆初期ヤマト王権の祭祀
は、物部・忌部・中臣氏な
どの神別天神氏族による
神事が中心。

出雲・吉備
混合型（縄
文・弥生・三
韓・新羅系）
巫女神道

神社（かん
じゃ、じん
じゃ、かんこ
そ、こうこそ）
流、
藤原流、
守屋（もりや）
流、
守安・森安
（もりやす）流
巫女神道・巫
女舞歌道
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飛鳥時
代

吉備の巫女
と琉球の

シャーマン

岸本流流巫
女神道・巫女
舞歌道

→　ヤマト
が取り込
み、仏教化
による支配
画策

陰陽五行説

↓一部は琉
球へ（琉球
シャーマニズ
ム、琉球神
道）

物部神道
斎王（斎宮）・皇
女（いつきのみ

こ）

八幡信仰、
熊野信仰、
日吉信仰

太宰府を設
置、監視

●
「天
皇」・

「日本」
の概念
が確立

★伊勢神宮、卜
定、大祓、呪
術、陰陽道
◆卜定により神
宮に巫女として
奉仕した未婚の
内親王・女王。
『日本書紀』によ
れば崇神朝に
発祥。確立は天
武朝。建武の新
政の崩壊で断
絶。この他、『旧
派歌道総覧』で
詳説。

陰陽道、天文
道、暦道、易学

雑密信仰
（「雑密」は江戸
後期以降の「純
密」側からの呼

称）

神身離脱・
護法善神
信仰
（神宮寺の
建立）

毛野が滅亡
忌部（斎
部）神道

国常立尊信仰
朝儀は仏教中
心

中務省の陰陽
寮がこれら全て
を管理。陰陽師
とは、狭義には
陰陽五行思想
に基づく陰陽道
により占筮・地
相を職掌とする
方技のことだ
が、広義には陰
陽寮の天文博
士、陰陽博士、
陰陽師、暦博
士、漏刻博士な
ど全ての方技を
いう。陰陽道は
当初、怨霊・御
霊による災難を
回避する技術と
して体系化され
た。

儒学の体系化

雑密に見られる
女性霊力原理
信仰は、左記の
巫女神道と親
和。

修験道 三論宗
成実宗（三
論宗の付
宗・寓宗）

律宗 法相宗

倶舎宗
（法相宗
の付宗・
寓宗）

華厳宗

奈良時
代

←　征討完了、
大和朝廷支配
下に

◆（大）中
臣氏優勢
のまま斎部
氏振るわ
ず、秘儀化
して吉備・
山陽に流
入、教派神
道系教団
に一部が
残る。（岡
山県備前
市伊部）

『記紀』が完成
（いずれも天武
天皇の命による
編纂とされる。
また、完成はい
ずれも女帝期。
『古事記』は元
明天皇、『日本
書紀』は元正天
皇。）

釈奠（儒祭）
穢れ（ケガレ）

信仰

未だ体系化
されていな
い密教が
山岳信仰と
習合して成
立。

恵灌が開
宗。
★中論、十
二門論、百
論

道蔵が開
宗。
★成実論

鑑真が開
宗。
★四分律

道昭が開
宗。
★唯識論

道昭が開
宗。
★説一切
有部

良弁・審
祥が開
宗。
★華厳
経、三論
宗

古代出雲系
巫女神道
（島根、鳥
取、岡山、
広島）

★元伊勢
信仰（吉
備、山陽、
瀬戸内海
沿岸部、紀
伊、奈良、
京都）

斎部神道
◆803年、
正式に「忌
部」を「斎
部」と改め

る。

山蔭家神
道：のちの
（天社）山
蔭神道

◆孔子や儒家
の先哲を祀る儀
式。孔子の場
合、「孔子祭」。
吉備氏らが整
備。

平安時
代

出雲神道 斎院
密教占星術、

宿曜占星術（宿
曜道）

真言密教
（東密）

天台密教
（台密）

真言宗

天台宗（法
華宗、天台
法華宗、天
台法華円

宗）

浄土教（浄土思想、
浄土信仰、極楽浄土
信仰、阿弥陀如来信

仰）

平安二宗（平安仏教）

南都六宗（奈良仏教）
：宗派ではなく、相互に垣根の低い学派であり、一堂に会して教理研究を

行った。

←　ヤマトが更
に軍勢派遣、

征討

筑紫・出雲・吉備が滅亡

◆中臣鎌足
（藤原氏始祖）
の大化の改新
における尽力
を機に、本家
（大）中臣氏が
復興し、物部・
忌部氏を圧倒
して祭祀官職
を独占するに
至るが、仏教
公伝から大化
の改新を経
て、平安中期
に至るまでの
300年間は、蘇
我氏などの崇
仏系勢力のみ
ならず、多くの
天皇自身が神
道祭祀とは疎
遠で、あくまで
も仏教を重視
した。

吉備太宰を設置、監視
ヤマトが吉備の男系氏族
（吉備氏、和気氏など）を朝
廷中枢に取り込む。
吉備に屯倉（みやけ）制や
部民（べのたみ）制を真っ
先に敷き、畿内ほか全国に
適用できるかを実験。屯
倉・三宅・宮家・宮宅（みや
け）の苗字が岡山県に集中
的に残るのはこのため。

その他、巫
女神道・巫
女舞歌道を
有する全国
の巫女
（神社・社家
に属するも、
現皇統・神
社神道との
つながりが
見出せない
非ヤマト王
権系）

（大）中臣神道

本地垂迹説

律令神道（神祇官神道、
神祇伯神道）

★天照大神信仰
◆天武天皇の代に君子の
号を「大王」から「天皇」へ、
国号を「ヤマト」から「日本」
へ、宮中祭祀、統一国家概
念の成立

神仏習合の体系化（大和朝廷主導のシンクレティズ
ム）

◆仏教公伝により、仏教
が神道とは異なる宗教
体系であることが明らか
となり、崇仏・廃仏論争
が起きるも、崇仏派の蘇
我氏が勝利、朝廷の仏
教化が加速した。神道よ
りも仏教が重視され、朝
廷仏教の主導で多数の
神宮寺が建立された。
次第に、雑多な神仏混
淆は整理され、密教や
修験道において、神仏
不可分のものとして習合
した。この頃より、神仏
習合はシンクレティズム
（相異なり矛盾する信仰
の混合）として理解され
るようになった。

◆「物部鎮魂
呪法」の原初
の姿は、宮
中に「祝部
（はふりべ）
殿の御法」と
して入り、し
ばらく継続し
た。だが、廃
仏の姿勢を
貫徹したた
め、朝廷から
排除、多くの
祭祀は秘儀
化して吉備・
山陽に流入
して相伝さ
れ、一部が
和学教授所
の「十種神寶
御法」や教派
神道系教
団、巫女の
秘儀に残る。

本地垂迹説に
対して神本仏
迹説が勃興し、
これを儒家神
道が担うまで、
神儒習合思想
は一旦影を潜
め、孔子崇拝と
儒主神従思想
が優勢となる。

第
十
四
巻

『
吉
備
・
ヤ
マ
ト
相
関

図

』
で
詳
説

古代四大王
国
（版図の上
位四位）

◆次第に斎部氏を圧倒し、
神祇伯・神祇大副・伊勢祭
主世襲社家となる。物部・
斎部両神道に次ぐ古い朝
廷祭祀氏族。両神道と同
様、秘儀化して吉備・山陽
の教派神道系教団に流入
したが、両神道よりもよく残
る。

蘇我氏（崇仏、皇別氏族）
系仏教祭祀

◆朝廷祭祀は仏教中心
に。

◆崇仏派の皇別氏族・蘇我氏の
台頭で、物部・忌部・中臣三氏の
神道祭祀は朝廷中枢から離れ、
朝廷にとって二義的なものとな
る。

吉備の豪族（吉備氏や和気氏）が大和
朝廷側に立って吉備を征討し、朝廷の
中枢官職を占めるに至る。聖武天皇が
吉備の瓦で東大寺を建立し、吉備を崇
仏圏に統合。これ以後、朝廷祭祀は本
格的に仏教に移行。一方で、まず物部・
斎部神道、次いで中臣系神道が吉備現
地の巫女神道と結託し、秘儀秘伝化を
開始。

古代吉備系巫女神道（岡
山、山陽全域、備讃諸島）

純密信仰

★太古神道
◆天照大御
神より直授
の神勅を
賜った天児
屋命伝の
「神事宗源」
が、中臣鎌
足を経て大
中臣・卜部
氏（天児屋
命が氏祖と
される）、山
蔭家に伝
わったもの
とされる。
「山蔭」は
「王の蔭（と
なって王を
支える）」の
意か。古神
道が国家神
道、すなわ
ち北朝系神
道に統合さ
れた近代、
これに反発
して神道霊
学化、さら
に心霊科学
化し、大日
本皇道立教
会の南朝正
統論急進派
として暗
躍。修行の
中心地は近
代まで吉
備・岡山。
従って、物
部・斎部神
道と同様、
起源と太古
の本拠は吉
備の地か。
また、元は
ヤマト王権・
天皇に対抗
して吉備の
王を支えた
神道か。以
下、後述。

★女系巫女神道
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★陰陽五行説
に道教の天体
神信仰やインド
占星術が習合し
たもの。
◆主に賀茂氏
が吸収し、忠
行・保憲父子か
ら光栄へと伝授
される。

空海が開
宗。
★三論宗

最澄が伝
教。

陰陽道、天文
道、暦道、易学

吉備王国西
端（山口）

↓杵築大
社（出雲大
社）の建設
（4c～7c）
以前に発
祥し、継承

朝儀は「典礼」・
「儀式」と称さ
れ、実態として
も（仏教・儒教・
陰陽道の）儀式
であり、（神道
の）祭祀ではな
くなった。神道
は、各神道宗家
が担うものと
なった。

反本地垂迹説
（神本仏迹説）

物忌み・方違え
信仰

★道教、陰陽道
の影響

両部神道
（両部習合

神道）
山王神道

◆称名念
仏

二所山田神
社宮司宮本
家・巫女、の
ち女子道社
員・近隣の
主婦・女子

吉備や土佐
へ再流入し、
土着の巫女
神道と習合

御霊信仰・御霊
会・人神信仰
（六所御霊・八
所御霊・天神信

仰など）

二所山田神
社・女子道
社流巫女神
道・巫女舞
歌道

阿哲・阿新・
神郷・神代
（こうじろ）・
矢神・雨請
山・鯉ヶ窪湿
原流巫女神
道・巫女舞
歌道

楯築墳丘墓
流鬼神道
（広義に
は、温羅伝
説、鬼ノ城
伝説、吉備
津彦伝説、
桃太郎伝説
などを含
む、または
これらの根
源）

吉備へ再流
入し（岡山県
備前市伊部
など）、土着
の巫女神道と
習合。邑久古
窯跡群・備前
焼（伊部焼）
陶芸家にも流
入。

（大）中臣神道

★大中臣神道
が儒教・陰陽道
の色を帯び、度
会神道が一部
継承

融通念
仏宗

◆私得僧：空也（阿弥
陀聖、市聖、市上人）
の口称念仏、踊念仏

◆観相念仏

浄土教（浄土思想、浄
土信仰）

★天台密
教、山岳信
仰、修験道
◆本地垂
迹説、三諦
即一思想、
山王権現
（日吉神社
祭神の大
山咋神）を
釈迦の垂
迹とする

↓墳丘墓時代（2～3c）以
前に発祥し、継承

陰陽師の賀茂
忠行・保憲父子
が陰陽道、天文
道、暦道の全て
を究め、三道の
分業が解消さ
れ、三道全てを
司る陰陽家・賀
茂氏の地位を
確立した。但し、
弟子のうち、安
倍晴明に主に
天文道を、保憲
の子・光栄に主
に暦道・宿曜道
を伝えたため、
陰陽道宗家は
天文道寄りの安
倍氏と暦道・宿
曜道寄りの賀茂
氏に二分した。
陰陽諸道のう
ち、最も難解と
されたのは天文
道で、その達人
を出した安倍氏
がやや優勢とな
り、安倍氏が陰
陽頭を、賀茂氏
が陰陽助を世
襲した。
なお、吉備の一
部の巫女らは、
賀茂一族も安倍
晴明も吉備真備
の子孫であり、
本来吉備国が
生み出した陰陽
道を朝廷が我
が物として取り
込んだと主張す
る。岩崎も概ね
この立場をと
る。

伯家神道（白川神道）

花山天皇が延信王を神祇
伯に任命。
◆神祇伯世襲社家（13c以
降、白川伯王家・白川王家
の王号）、口伝による宮中
祭祀継承、顕幽両斎のうち
の幽斎神事、審神（さに
わ）神事、祝（はふり）の神
事

国常立尊信仰

斎部神道

出雲系巫
女神道・巫
女舞歌道

物部神道

神儒習合（近
世以降の呼称
は儒家神道）

の体系化

蘇民将来信仰・武塔神信仰・疫
神信仰

（牛頭天王信仰・スサノオ信仰・
祇園信仰・祇園天神信仰・津島

信仰など）

◆末法思想、終末論（イ
ンド原始仏教にはなく、
中国・日本のみ。）

★真言密
教、山岳信
仰、修験道
◆本地垂
迹説、神仏
の究極的
一致（両界
曼荼羅の
仏・菩薩を
本地とし、
日本の
神々の垂
迹とする）

◆出雲の巫
女神道とは
異なる、大社
社家による
男系神道、
神語「幸魂奇
魂守給幸
給」、寿詞
「出雲国造神
賀詞」（天皇
を現人神と
し、「明つ御
神」と表現。
奈良から平
安初期に15
回。）

荒魂（あらみ
たま）・

和魂（にきみ
たま）・

幸魂（さちみた
ま）・

奇魂（くしみた
ま））
信仰

（大物主信仰
など）

精霊信仰、魑
魅魍魎・妖怪信

仰

★賀茂神社、卜
定、大祓、呪
術、陰陽道
◆卜定により賀
茂神社に巫女と
して奉仕した未
婚の内親王・女
王。確立は嵯峨
朝。承久の乱後
に断絶。現代の
斎王代はその
再興の試みで
あるが、選ばれ
た良家の子女
は神道・歌道の
知識や純潔性
神懸り体質を要
しない点で、古
代斎院や吉備
の巫女神道の
秘儀と異なる。
この他、『旧派
歌道総覧』で詳
説。

吉備系巫女神道・巫女舞
歌道

★太古神道
◆天照大御
神より直授
の神勅を
賜った天児
屋命伝の
「神事宗源」
が、中臣鎌
足を経て大
中臣・卜部
氏（天児屋
命が氏祖と
される）、山
蔭家に伝
わったもの
とされる。
「山蔭」は
「王の蔭（と
なって王を
支える）」の
意か。古神
道が国家神
道、すなわ
ち北朝系神
道に統合さ
れた近代、
これに反発
して神道霊
学化、さら
に心霊科学
化し、大日
本皇道立教
会の南朝正
統論急進派
として暗
躍。修行の
中心地は近
代まで吉
備・岡山。
従って、物
部・斎部神
道と同様、
起源と太古
の本拠は吉
備の地か。
また、元は
ヤマト王権・
天皇に対抗
して吉備の
王を支えた
神道か。以
下、後述。

★女系巫女神道
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鎌倉時
代

吉備へ再流
入し、土着の
巫女神道と習
合

天文道宗家の
安倍氏と暦道・
宿曜道宗家の
賀茂氏が陰陽
道に天文道・暦
道・宿曜道を完
全に吸収し、こ
れを二氏で独占
支配。各家で世
襲秘術化が進
展した。

御流神道
良忍が開
宗。

浄土宗
浄土真宗
（真宗・一

向宗）

時宗（遊行
宗）

法華宗（日
蓮宗、日蓮
法華宗）：
但し、のち
日蓮宗（一
致派）と法
華宗（勝劣
派）は同義
でなくなり、

分派

臨済宗 曹洞宗
真言律

宗

芥子山磐座
流（大多羅
寄宮、句句
廼馳神社、
布施神社
流）巫女神
道・巫女舞
歌道

姫社（ひめ
こそ）系巫
女神道・巫
女舞歌道

↓↓
『歌道総覧』
の巫女神道
の項にて詳
説
（巫女神道家
にも見られる
苗字が岡山
県に集中）

陰陽道、天文
道、暦道、易

学

幽霊信仰、精
霊信仰、魑魅

魍魎・妖怪信仰

★両部神
道
◆灌頂儀
式、密教儀
式（印信・
口決）

岡山で誕
生、発祥。
法然が開
宗。

親鸞が開
宗。

一遍が開
宗。

日蓮が開
宗。

岡山で誕
生、発祥。
栄西が開
宗。

道元が開
宗。

叡尊が中
興の祖

安倍（のち嫡流
は土御門家、
庶流に幸徳井
家）・賀茂（のち
嫡流は勘解由
小路家）二氏に
よる陰陽道宗
家の独占支配
が続く。なお、
幸徳井家初
代・友幸が賀
茂氏の養子で
あったため、幸
徳井家は賀茂
系陰陽道で、
江戸時代に、
陰陽頭の地位
や全国の陰陽
師・声聞師の
支配権をめぐっ
て土御門家と
対立。

13c～15c
のちの勝
劣五派に
至る分流
が成立：
日興門流
（富士門

流、日蓮宗
興門派）、
日什門流
（妙満寺

派）、
日陣門流
（本成寺

派）、
日隆門流

（八品派）、
日真門流
（本隆寺

派）

右記の通り、牛頭天王信
仰はスサノオをめぐってあ
りとあらゆる習合を成し
た。だが、吉備の巫女神
道では、怨霊・荒魂の制圧
よりもそれらに自ら一体
化・化身する秘儀が優勢
であり、また吉備の人々の
間でもスサノオ信仰が未
だ確立していなかったた
め、同信仰は岡山を除く西
日本（備後、播磨、出雲、
京都）の神社にまず定着し
た。ところが、吉備の巫女
らが伝承する御霊信仰創
生説話は、京都の下御霊
神社が祀る吉備聖霊を、
吉備真備か吉備内親王と
見ている。真備説は神社
自身、内親王説は女性歴
史小説家らも唱えている。

（大）中臣神道
◆山蔭神道を半ば吸収・継
承。一部未継承の、または
手放した山蔭神道の秘伝

は卜部（吉田）神道が吸収・
継承。

出雲系巫
女神道・巫
女舞歌道

★ヤマト王権支配下に入り
男系化したが、『記紀』原理
主義（とりわけ国常立尊信
仰）に立ち、天照大神とその
直系天孫たる皇統の存立
や、蘇我氏以降の崇仏系豪
族、藤原氏以降の男系公
家・貴族の立場を脅かした、
京都や奈良の男系巫女神
道
◆出雲や吉備（現岡山県、
山陽地方）と同じく、太古に
は女系巫女神道だった物
部、斎部、大中臣神道は、
朝廷祭祀氏族となり、男系
男子神道と変化。しかし、仏
教・律令制による国家体制
を敷いたヤマトに対抗し、今
度は男系巫女神道へと変
化。祭祀の大部分が旧吉備
王国の巫女神道家に入る。
これが近世以降の吉備・岡
山・山陽・奈良・京都の巫
女・シャーマンの神懸りによ
る立教（天理教、大本、ほん
ぶしんなど）や男性教祖に
よる立教（黒住教、金光教、
神習教会など）の発生源と
なる。

皇統・公家の出自ながら、
託宣・神懸り神事により男
系男子天皇の地位を脅か
したことのあるヤマト系・皇

女系巫女神道
（伊勢神宮斎王（斎宮、上
賀茂神社・下鴨神社斎王

（斎院）、八神殿の巫女、宮
中三殿の巫女）

荒木田神道（伊勢内宮神
道、皇大神宮神道）

★天照大神、律令神道、大
中臣神道（祠官の荒木田
氏は中臣氏の出自とも）、
和魂・荒魂信仰（皇大神宮
正宮と別宮の荒祭宮）国常
立尊信仰（天照大神・天皇
崇敬の相対的矮小化）に
対する危機感、天照大神・
天皇（天孫）の正統の主
張、伊勢信仰
さらに遡ると、「神道」、「神
社」、「内宮・外宮」の概念
は、中国六朝の陶弘景の
道教・仙道一派が起源か。
◆単に「伊勢神道」とは右
記の度会神道をいう。内宮
の神道は、ほとんどの時代
で度会神道に対して優位
を保ったが、荒木田神道
（伊勢内宮神道）の語は史
上ほとんど用いられていな
い。

◆御霊信仰全般の共通点として
は、ケガレの思想が物忌みの思
想に、怨霊・荒魂信仰が護法善
神・和魂信仰に、神人一体の
シャーマニズムが現世利益思
想・神頼み・霊験信仰に、変遷し
ていることが挙げられる。菅原道
真を学問の神様とする天神信仰
も、元来は道真の怨霊信仰で
あった。それぞれ前者を重視し
た吉備巫女神道では、左記の通
り、巫女の神降ろし・怨霊降ろし
が優勢で、神々の荒魂と和魂、
人神の怨霊と慈悲とを二分する
「疫病神」や「天神様」の信仰に
抵抗する動きさえあった。しか
し、巫女の託宣や天神信仰が平
将門の仏教式の「新皇」即位の
口実にされるなど、巫女の神祇
信仰も新興の人神信仰も権力闘
争に都合よく利用された。
◆陰陽道の天刑星・天道神で祇
園精舎の守護神である牛頭天
王は、蘇民将来説話の武塔神と
同一視され、スサノオの本地や
薬師如来の垂迹とされた。牛頭
天王を格とする諸習合は、『記
紀』、『備後国風土記』逸文（『釈
日本紀』内）、『先代旧事本紀』な
どの説話を発端とし、のち復古
神道や国家神道はスサノオの朝
鮮半島起源説を主張した。元よ
り「武塔」は朝鮮の巫堂（ムーダ
ン）に関連するか。これら諸習合
は、現在も広島、兵庫、出雲、京
都、岡山の神社に残る。関東の
氷川信仰もスサノオ信仰だが、
出自は別。

鎌倉六宗（鎌倉仏教、鎌倉新仏教）

◆伊勢神宮への和魂・荒魂信仰の影響としては、正宮・別宮
の名称から明らかなように、もはや和魂が神々の主魂とされ
ており、太古の並列的霊魂観に代わって霊魂のヒエラルキー
が早期に発生している。荒魂信仰が和魂信仰に転じ、後者
が神々の本性とされる傾向は、御霊信仰にも生じているが、
朝廷祭祀や神宮祭祀（神宮の機構）において最も早く発生し
ている。これは元来、崇神天皇朝における疫病が大物主（三
輪明神）の荒魂によると信じられたことなどに始まる。

国常立尊信仰

度会神道（伊勢神道、外宮神
道、豊受大神宮神道）

★国常立尊信仰、儒教、道教、
陰陽道、大中臣神道、和魂・荒
魂信仰（豊受大神宮正宮と別宮
の多賀宮）
さらに遡ると、「神道」、「神社」、
「内宮・外宮」の概念は、中国六
朝の陶弘景の道教・仙道一派が
起源か。
◆外宮・豊受大神（外宮の祭神）
を天之御中主神や国常立尊と
同一視して普遍的神格（根源
神、絶対神）化し、内宮・天照大
神（内宮の祭神）に対する対抗
意識ないし優越思想を示した。
神儒一致、反本地垂迹説（神本
仏迹説）。当初は仏法禁忌（律
令制下）・反仏・排仏、のち神主
仏従・朱子学重視のもと儒仏・陰
陽道混合。

→
吉備の巫女神道が外宮の
度会神道の祭祀に巫女を
供給、内宮に対抗。吉備
の巫女神道家において、
天之御中主神・国常立尊
信仰を天照大神・天孫信
仰と同等かそれ以上と見
る立場が決定的となる。吉
備の巫女神道は必然的に
朝敵となった。
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室町時
代

6c頃に発祥
し、継承

◆神祇大副
（神祇官次官）
世襲社家

三輪神道
天台神道
（日吉神

道）
法華神道

古代出雲
系巫女神
道（島根、
鳥取、岡
山、広島）

古代吉備系
巫女神道
（岡山、山陽
全域、備讃
諸島）

備中一宮
（吉備津神
社）鳴釜神
事（吉備津
の釜 、御釜
祓い、釜占
い）、備前
一宮（吉備
津彦神社）
神子座（巫
女座、御子
座）流巫女
神道・巫女
舞歌道

★両部神
道、御流神
道
◆神祇灌
頂

同時期、男
女陰陽道を
説く真言立
川流が盛
衰

★仏教的
神道、神仏
習合
◆山王神
道にほぼ
同一だが、
一実神道を
主とする近
世山王神
道の名称。
幕府の東
照宮祭祀を
支配し、神
仏習合を排
する寺社奉
行神道方
の吉川家
に対峙。

★法華宗、
のち日蓮宗
◆本地垂
迹説

キリスト
教の私伝

安土・桃
山時代

江戸時代の儒
学直系神道
（狭義の儒家
神道）による
儒学（ほぼ全
て朱子学）の

体系化

1595　受布
施派

1595　不
受不施派

1549
キリスト
教の公
伝（イエ
ズス会）

江戸時
代

理当心地神道
（王道神道）

吉川神道 国常立尊信仰 天道思想
雲伝神道
（葛城神

道）

山王一実
神道

日蓮本宗、
日蓮正宗、
法華宗など
ほぼ全ての
法華系宗
旨
★法華宗
◆他宗旨
の布施を受
け、供養も
施す。

岡山県に
集中的に
発生
★法華宗
◆法華経・
日蓮原理
主義（日蓮
自身は不
受不施義
を主張）。

思想の源流は
度会家行や清
原宣賢。主流
は林羅山に始
まる儒主神従
の林家神道。
山鹿素行、熊
沢蕃山、藤田
東湖は神主儒
従、荻生徂徠
（本姓は物部
氏）は神道色
が希薄。
★儒学・儒教、
とりわけ朱子
学
◆神儒一致、
儒主神従、反
仏・排仏、反神
仏習合、反吉
田神道、反陽
明学、徳川幕
藩体制正当
化、釈奠の復
興。吉田神道
の秘伝的傾向
を非難しつつ
自身が秘伝
化。

★吉川神道が
神人合一説を
主唱、垂加神道
が発展継承

★仏教、儒教、
道教、神仏習
合、儒家神道
◆神仏習合、特
に仏教を基盤と
するが、神儒仏
一致ないし諸教
一致思想、かつ
一神教的・運命
論的な「天運」・
「天命」信仰で、
普及は儒教道
徳の浸透によ
る。中国の禅林
の儒仏道三教
一致思想の道
教部分が、日本
では神道に置き
換わった。お天
道様（おてんと
さま）の起源。

★真言密
教、仏主儒
従
◆赤心・君
臣の大義を
神道の奥
義とし、夫
婦・朋友の
道を説く儒
教を下位に
置く、神祇
灌頂

★山王神
道、天台神
道、日吉神
道、度会神
道
◆天海が
主唱、徳川
家康が庇
護、東照大
権現（家康
の勅諡号）

岡山（法然
生誕地およ
び周辺地
域）の浄土
宗が、幕府
に妥協・協
力し、岡山
の不受不
施派への
弾圧に加
担。以後、
浄土宗によ
る不受不施
派への弾
圧が全国
に拡大。

1612、キ
リスト教
禁止令

他宗旨に
阿諛して布
施を受ける
日蓮宗の
変質に対
し、日親と
その一派が
日蓮の教え
である不受
不施義と法
華経原典
への回帰を
主張する
も、容れら
れず。豊臣
秀吉による
方広寺大
仏殿千僧
供養会を機
に受布施
派と不受不
施派（日奥
が継承）の
分裂が決
定的に。

吉川惟足創始。
★吉田神道、国
常立尊信仰、儒
教、朱子学、宋
学、官学
◆神道＝教学・
君臣の道、神儒
一致、吉田神道
の神儒仏習合
要素排除、儒
学・宋学重視、
行法神道に対
する理学神道の
真性を主張、神
人合一説。保科
正之が庇護し、
吉川家は幕府
寺社奉行神道
方を世襲。神仏
習合の天台神
道・東照宮祭祀
に押され、近世
武家社会の中
心とはならず。

初の神儒仏分離策（岡山
藩）

水戸藩、淀藩、会津藩が
これに続く。

高知県香美市物部町（旧物
部村）・物部川流域を中心
に、香北町、土佐山田町、
香我美町に伝承される独自
の神道系流派。
★物部神道、吉田神道、陰
陽道（太夫らの多くは、陰陽
道の影響を否定しており、
陰陽師を名乗らないが、影
響は明らかである）、修験
道、仏教
◆独自の祭文・御幣。地域
ごとにさらに「根木屋伝」（神
道寄り）、「天台流」（修験道
寄り）などの諸流派に分か
れる。

江戸幕府および受布施派は、不
受不施派を「邪宗門」として弾圧。
不受不施派は岡山に偏って隆盛
したため、岡山藩初代藩主・池田
光政以降、歴代藩主が弾圧を実
行。

1599　家康と受布施派が親幕の
受布施派・日紹を大坂城へ送り込
み、不受不施派の妙覚寺・日奥に
論争を仕掛け、日奥が対馬に流
罪となる。（大阪対論）

1608　家康、浄土宗、受布施派が
親幕・親受布施派の浄土宗・廓山
を江戸城へ送り込み、不受不施派
の妙満寺・日経に論争・襲撃を仕
掛け、日経が心神喪失で事実上
敗北。
1609　日経が京都六条河原での
拷問・身体刑により耳や鼻を失う。
さらに、四肢麻痺、言語不能の瀕
死の重傷にさせられた説あり。（慶
長宗論、慶長法難）

1630　幕府と受布施派の久遠寺
が親幕の受布施派・日暹らを送り
込み、不受不施派の池上本門寺・
日樹らに論争を仕掛け、日樹は信
濃国伊那郡飯田に流罪となり、日
樹を支持しつつ亡くなった日奥は
遺骨が対馬に流罪となる。（身池
対論）

1665　幕府と受布施派が不受不
施派に「敬田供養」の弾圧。

不受不施強硬派が岡山県（とりわ
け備前国・備中国）で拡大。上記
弾圧により、他地域で隠れ不受不
施派（表向きのみ他宗旨に改宗し
た「内信」）となっていた信徒らも主
に岡山に逃亡、合流、潜伏。「内
信」から強硬派に再び転ずる僧
侶・信徒も増加。

吉田兼倶創始。
★度会神道、儒教、道教、陰陽
道、仏教、密教、加持祈祷、神儒
仏三教習合、秘伝神道、山蔭神
道
◆反本地垂迹説（神本仏迹説）、
神道的汎神論。豊受大神を祀る
立場からこれを天之御中主神や
国常立尊と別個に同一視するに
とどまった伊勢神道を発展させ、
天之御中主神と国常立尊とを完
全に同一とした。吉田家は「神祇
管領長上」を名乗った。

いざなぎ流御祈祷（いざな
ぎ流舞神楽）

唯一宗源神道（元本宗源神道、
唯一神道、卜部神道、吉田神

道）

密教系、神仏習合系、陰
陽道系、神儒習合（儒家
神道）系神道に巫女を供
給し、幕府や地元岡山藩
の儒学優先・分離策に対
抗。但し、儒家神道の極
端な理学神道化には、巫
女の秘儀の重要性を主張
して抵抗。

★女系巫女神道
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崎門学（崎門
神学、闇斎

学）

寺請制
度

キリスト
教禁令の
強化

古醫（医）
道（皇朝醫

道）

伯家神道（白
川神道）

吉田神道

山崎闇斎創
始。
★度会神道、
朱子学
◆単に闇斎の
学を、またはそ
の朱子学の側
面を協調した
場合を、崎門
（神）学や闇斎
学という。湯武
放伐・易姓革
命否定など、
思想の骨格は
垂加神道その
ものである。門
人（崎門学派）
に正親町公
通、土御門泰
福、渋川春海、
帆足長秋ら。

国学（古学・古
道学・和学・皇

朝学）

言霊（げんれ
い）学

正親町神道

土御門神道
（安倍神道、安
家神道、天社
神道、天赦神

道）

橘家神道（橘神
道）

1682
岡山不受
不施日指
派（導師

派）
→1689

日蓮宗不
受不施派

1682
岡山不
受不施
津寺派
（不導師

派）
→1689
不受不
施日蓮
講門宗

臨済正
宗、臨済
禅宗黄
檗派

→黄檗
宗

荷田春満、賀
茂真淵、本居
宣長、平田篤
胤ら
★『古事記』を
中心とする『記
紀』・日本神話
の研究、『万葉
集』・『古今集』
を中心とする
和歌の研究

荷田春満から秘
蔵本『稲荷古
伝』を伝授され
た荷田訓之が
源流。これを更
に山口志道が
受け継ぎ、呼吸
法を取り入れた
言霊学を創始
し、望月幸智ら
に伝授。
★稲荷古伝、国
学、呼吸法
◆「言霊学」の
語の確立は、修
験道言霊学の
山本秀道を待た
ねばならない
が、言霊学と呼
べるものは事実
上、国学勃興期
に誕生。山口志
道は、神祇伯・
白川資敬王に
神代学を指南す
る一方、伯家神
事を学んだ。

山崎闇斎の門
人の正親町公
通が祖。
★垂加神道
◆堂上家の正
親町家が垂加
神道を朝廷に普
及させ、有職故
実を加えてこの
名となった。

山崎闇斎の門
人の土御門泰
福が祖。
★垂加神道、
度会神道、陰
陽道、天文学、
暦学
◆陰陽道の安
倍氏嫡流（堂
上家の土御門
家）の家伝が
母体の陰陽
道・神道習合
思想、仏教排
除

橘以貞の弟子
で、正親町公通
に垂加・正親町
神道を学んだ玉
木正英が創始。
★垂加神道、正
親町神道、京都
梅宮の神官橘
氏の家伝
◆神儒習合、理
学神道（教学的
神道）に対し行
法神道を重視、
禊祓・鳴弦・蟇
目などの秘儀秘
伝を有し、「橘
家○○伝」と称
する。橘氏自身
の手による創始
ではなかった
が、これを継い
だ長瀬真幸の
同神道・国学・
和歌の門人・和
田厳足は、旧姓
は弓削、本姓は
橘氏の出で、こ
こで名目上、
「橘家の神道」と
なる。

祖山は岡
山県龍華
山妙覚
寺。派祖
は日奥。
日樹、日
堯、日遵ら
が継承。
岡山全
域、讃岐
で拡大。
★法華宗
◆不受不
施強硬
派。他宗
旨の寺請
となり、
「内信」と
なる。

祖山は岡
山県久遠
山本覚
寺。派祖
は日奥。
日習、日
講、日珠
らが継
承。岡山
全域、日
向で拡
大。
★法華宗
◆不受不
施最強硬
派。他宗
旨の寺請
を拒否
し、自ら
不受不施
を外部に
主張。

福建省よ
り来日し
た隠元隆
琦が創
始。
★臨済宗
◆教義や
修行形態
は日本臨
済宗に準
じなが
ら、中国
禅の正統
を重んじ
る。隠元
隆琦は煎
茶道の開
祖ともさ
れる。

伯家神事秘
法

水戸学
烏伝神道（賀

茂神道）

高松八品
講

寺請制度
（キリシタンや不受不施
派でないこと、檀信徒で

あることの証明）

★吉田神
道、修験
道、浄土宗
系
（立教は男
系女性
シャーマン・
教祖個人
の神懸りと
天啓、「天
理王命」の
神命による
とされる
が、教祖は
教団設立を
望まず、現
教義のいず
れをも唱え
ていない。
かつ神道
色は極めて
希薄。）

平田篤胤大成
◆原始信仰回帰、『記紀』
回帰、復古主義・神道原
理主義、最高神・究極神
としての天之御中主神、
大和心、神国としての日
本、幽界研究、神儒仏分
離、祭政一致、倒幕・開国
した場合に神道と歌道を
国家管理下に置く方針

◆反吉田神
道、平田復古
神道との結
託、資延王に
協力した篤胤
の学頭就任

国常立尊信仰

復古神道（古神道、古
道、本教、皇学）

垂加神道（霊社（しでます）神
道、山崎神道）

山崎闇斎創始。
★度会神道、大中臣神道、吉田
神道、吉川神道、国常立尊信仰、
朱子学、陰陽道、易学、臨済宗、
神儒仏三教習合（但し、神儒融合
を優先する一方、自らの領内の
神社・寺院の整理では神仏習合
を排除）
◆神道＝天皇統治の道、尊皇、
神儒一致、天人唯一（天道即人
道）の理、生祀、湯武放伐・易姓
革命否定。吉川神道勢力をほぼ
吸収。

一部の東国（上総国、下総国、安
房国など）の軟派（「悲田派」や「恩
田派」）が、弾圧・拷問に耐えかね
て幕府・受布施派に妥協。一方の
備前・備中では、不受不施強硬派
を維持。

1691　幕府が悲田派に対し、受布
施派・天台宗への改宗命令を発
布
（派内になお隠れ不受不施派がい
たため、一派全体を隠れ不受不
施派と見なして弾圧し、関係者を
流罪に。）

備前・備中の不受不施強硬派を
中心に、強硬派（他宗旨の寺請自
体を拒否する僧侶の「法中」、地
方僧侶の「法燈」、信徒の「法立」）
が、主に法立を通じて軟派・隠れ
不受不施派（表向きではあるが、
他宗旨の寺請となり、満足に不受
不施派に近づけない信徒である
「内信」）を仲介・援護する地下組
織（「導師」制度）が確立。
しかし、岡山の最強硬派は、幕
府・他宗旨への妥協なき法立（清）
が仏法を捨てた内信（濁）の導師
となっているとして、双方の立場を
批判し、岡山で不受不施派が二
派に分裂。全国の不受不施派信
徒に波及。

1665　不受不施派・
日講が「守正護国章」
呈上。
1665　不受不施派禁
止令
1666　日講、日向に
流罪。
1669　不受不施派寺
請禁止令

★大中臣神
道、禅学、陽明
学、天文学、暦
学
◆中臣祓、神
習い、物忌み、
天道人道一
致、神道即国
道、洗心養気、
神人和融

江戸中期以
降は、伯王の
世襲は形式
的・儀礼的な
ものと化し、
伯家神道の
秘伝奥義を体
得しているの
は、初代学
頭・臼井雅胤
をはじめとす
る学頭である
という状況と
なった。

幕末三大新宗教
（いずれも創唱宗教）

古神道復
興を目指す
国学者と日
本の漢方
医により、
古医道が
唱えられ
る。「医」の
正字体
「醫」や
「毉」は、巫
女が神懸っ
て神託を得
（神人一体
化）、その
託宣・呪術
や自然薬
によって病
を治癒・寛
解させた太
古医術全
般を指す。
但し、江戸
に生じた復
古主義とし
ての「古医
道」は、伯
家神道から
興った。

◆伯家神道
の秘教部分を
神道霊学が
取り入れる。

伯家神道と
の対立続
く。

神道霊学（秘教神道、神秘学神道、隠
秘学神道、神智学神道、神秘主義神

道、神霊神道、心霊神道）

★後期復古神道（幽界研究）・平田派、
古神道、伯家神事秘法、巫女神道
◆神道と霊学の融合、呪術・占術・禁
厭・原始神法・神懸り（帰神）の復興、降
霊術、復古神道の国学化・国文学化に
対する太古呪文・言霊の復興、国家神
道の非宗教宣言（事実上の神道国教
化・軍事利用の口実）に対する宗教神
道（祭政教一致）の復興。
神道霊学の萌芽は、後期の平田復古
神道そのもの、特にその幽界研究を重
視する一派に見られる。憑霊状態で和
歌を詠む少女に出会ったことを機に霊
学研究を始めた本田親徳が、初期近代
神道霊学の大成者。
以降も、概ね男系男子宗教者が唱えた
が、巫女禁断令で壊滅に向かっていた
巫女神道と当然親和し、一部の霊学組
織は霊的巫女集団・霊的戦闘集団を形
成した。
古神道研究家の吾郷清彦は、川面凡
児、友清歓真、荒深道斉、田中治吾平
を、「国学の四大人」を模して「神道霊
学の四大人」と評価した。

祭政一致、
神道国教
化策

神仏分離策、
廃仏毀釈

★伯家神
道（神拝式
許状を授与
される）、神
祇官系
（但し、立
教は男系
教祖個人
の神懸りと
天啓、「立
教神伝」に
よるとされ
る。）
◆伯家神
道の最深
奥義たる第
一種相伝
は行われ
ず。

★吉田神
道系
（但し、立
教は男系
教祖個人
の神懸りと
天啓、「天
命直授」に
よるとされ
る。）

儒家神道、陰陽道のみな
らず、伯家神事秘法な
ど、既存の王道神道の秘
儀秘伝部分が吉備に流
入し、巫女が良く継承。太
古神道を母体とした神霊
学的巫女神道の形成が
進む。神懸り神事では、
天之御中主神・国常立尊
信仰との霊的一致を重視
し、伊勢内宮神道にも幕
藩の儒学にも異を唱え
た。
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伊勢内宮神道

1834　国学者の
井上正鐵が白
川伯王家に入
門、伯家神道を
修める。
1836　神拝式許
状を授与され
る。（禊教系教
団の一部は、こ
れをもって禊教
の立教としてい
る。）
1838　白川伯王
家の神職許状と
天津祝詞太祝
詞三種祓等の
奥旨皆伝を受け
る。
1840　梅田神明
宮の神職とな
り、妻や門人と
共に布教活動。
（禊教系教団の
多くは、これを
もって禊教の立
教としている。）

高松藩の
松平頼該
が創始。
★法華
宗、日隆
門流、八
品派
◆岡山、
香川、徳
島、淡路
島で勢力
拡大。

天理教
（右記へ）

最後の学頭
平田鐵胤が
江戸にいる
中、高浜清七
郎（岡山県総
社市出身）が
「七種修業終
了門人免許」
を授与され、
京都で白川
家門人・学頭
職補佐とな
り、資敬王な
どから十種神
寶御法の相
伝を受ける。

高浜清七郎ら岡
山の伯家神道
派が、井上正鐵
に伯家幽斎神
事秘法を引き続
き伝授。
但し、伯家神道
の最深奥義たる
第一種相伝は
行われず。

1859
金光教

（金神社、
金光大神

祭）

1814
黒住教

（岡山神道
山）
1862

京都宗忠
神社

（吉田神社
社地の一
部譲渡）

1885
岡山宗忠

神社

1838
天理教

1857
本門佛立
講（日隆
門流、八
品派内）

蓮門教
（右記へ）

本田霊学
（本田神霊

学）

奈良のシャー
マンの中山み
きが教祖。

蓮門教（政
談講学所、
人道教授

会）

言霊学（修
験道系言

霊学）

明治時
代

山口の祈祷
師・シャーマ
ンの島村光
津が創始。

古代出雲
系巫女神
道（島根、
鳥取、岡
山、広島）

古代吉備系
巫女神道
（岡山、山陽
全域、備讃
諸島）

政府が白川
伯王家ほか
世襲社家に
廃絶の圧力
開始。平田復
古神道の一
部勢力にも粛
清を開始。

のちの神宮大
宮司・本荘宗
秀が井上正鐵
の弟子となり、
伯家神道を修
める。

出雲神道

1868　井上神社
創建。井上正鐵
が神として祀ら
れる。

1870　天社神道
禁止令。陰陽寮
を廃止。天文
学・暦学を大学
寮に分離移管。
陰陽師を事実
上の廃絶に追
い込んだ。呪
術・占術を含む
陰陽道は迷信と
され、巫女教や
修験道などと共
に「淫祠邪教」と
された。

岡山で誕
生、発祥。
金光大神こ
と川手文治
郎・赤沢文
治が創始。
（但し、古
代吉備の
女系社家・
巫女の秘
伝神事の
系統でな
い）

岡山で誕
生、発祥。
黒住宗忠
（今村宮社
家・禰宜）
が創始。
（但し、古
代吉備の
女系社家・
巫女の秘
伝神事の
系統でな
い）

修験道山
本救護所

1868　五
箇条の御
誓文、五
榜の掲示
（キリスト
教禁教
令）

神祇官復興
（律令制下よ
りも排仏）。
白川伯王家
の神祇伯独
占世襲が終
焉。資訓は神
祇大副に降
格就任。

山本秀道
創始。修験
道と習合し
た言霊学が
萌芽。これ
が事実上
の言霊学
の確立であ
る。

明治政府が巫女、陰陽師、修験者への
弾圧を開始。吉備の巫女神道家の一
部は陰陽師や修験者と結託し、天之御
中主神・国常立尊信仰に基づく反皇
統・反国家の霊的神道結社を組織し
て、皇統・国家に対する祟り・呪い（霊
的防衛）の秘儀を実践するようになる。
当初は独自の秘法であったが、やがて
男系男子創唱の神道霊学・本田霊学と
も、立場上および思想上、当然結託し、
反神道国教化・反国家神道の素地を形
成した。神道霊学側も、畿内や吉備、
出雲の巫女らの憑依現象を観察・研究
した。
しかしながら、本田霊学の根幹である
一霊四魂（中心霊の直霊（なおひ）が荒
魂・和魂・幸魂・奇魂を統御していると
する）、および四魂の機能とされる勇親
愛智の思想については、巫女らは早く
から極めて懐疑的で、実際に古神道に
は、このような一霊中央集権的・四魂
分業的な霊魂観は存在していない。二
魂（荒魂・和魂）並列や四魂並列の信
仰は古来あるものの、直霊について
は、巫女らは古神道の「霊（ひ）」や太平
洋島嶼地域の「マナ」とも異なる朱子学
的・一神教的神道解釈だとしている。最
終的には、巫女神道の神道霊学と狭義
の神道霊学とは、袂を分かつこととなっ
た。

1871　寺請制度の廃止
（不受不施派の禁制解除）

★吉田神
道、修験
道、浄土宗
系
（立教は男
系女性
シャーマン・
教祖個人
の神懸りと
天啓、「天
理王命」の
神命による
とされる
が、教祖は
教団設立を
望まず、現
教義のいず
れをも唱え
ていない。
かつ神道
色は極めて
希薄。）

平田篤胤大成
◆原始信仰回帰、『記紀』
回帰、復古主義・神道原
理主義、最高神・究極神
としての天之御中主神、
大和心、神国としての日
本、幽界研究、神儒仏分
離、祭政一致、倒幕・開国
した場合に神道と歌道を
国家管理下に置く方針

◆反吉田神
道、平田復古
神道との結
託、資延王に
協力した篤胤
の学頭就任

1870　大教宣布詔

1868　神祇官設置
1869　神祇伯廃止。資訓
王（白川家）の伯王号も廃
止。
1869　宣教使設置。
1869　太政官制復興、二
官六省設置（宮内省設
置）。

1868　王政復古の大号
令：「諸事神武創業ノ始ニ
原（モトヅ）」ク王政復古を
宣言
1868　神仏判然令（神仏
分離令）：天皇の神格化、
王政復古、神道国教化、
祭政一致国家建設を企図
1868　五箇条の御誓文、
五榜の掲示

◆神語「幸魂奇
魂守給幸給」、
寿詞「出雲国造
神賀詞」（古代
より引き続き、
天皇を現人神と
し、「明つ御神」
と表現。）

山口県豊
浦郡出身
で、小倉藩
士柳田市
兵衛の祈
祷を受けた
島村光津
が幕末に
創始、1877
年に確立。
★法華神
道、大祓
（中臣祓）、
禊祓
◆催眠術・
催眠療法、
「事の妙
法」、「御神
水」販売、
現世利益
主義、神仏
混淆。コレ
ラやチフス
の流行期
に、東京、
岡山、広
島、山口、
福岡、兵庫
などで「御
神水」を販
売し、教勢
拡大。催
眠・霊感商
法が問題
化。

奈良の
シャーマン
の中山みき
が教祖。
（「天理王
命」の啓
示）
◆「ひのき
しん（日の
寄進）」、
「つとめ」、
「たすけ」。
現在は、専
ら伝統的神
道に依らな
い混合宗
教。万人が
兄弟姉妹で
あると説く。
当初教団
は神道を自
称するも、
中山みき個
人の神験
の体験期を
除いては、
神道色は
極めて希薄
で、むしろ
キリスト教
に類似。中
山みき自身
は、あくま
でもシャー
マンであ
り、教団化
を望まず、
現教団の
教義のいず
れをも唱え
ていない。
教団は、の
ちに自ら非
神道を公表
し、教派神
道連合会
脱退を申し
出、『宗教
年鑑』でも
諸教分類と
なる。

高浜清七
郎ら岡山の
伯家神道
派が、川手
文治郎に
伯家幽斎
神事秘法を
引き続き伝
授。
但し、伯家
神道の最
深奥義たる
第一種相
伝は行わ
れず。

長松清風
（日扇）が
創始。
★法華
宗、日隆
門流、八
品派
◆現証利
益、他宗
旨排撃、
御教歌

★大中臣神
道、禅学、陽明
学、天文学、暦
学
◆中臣祓、神
習い、物忌み、
天道人道一
致、神道即国
道、洗心養気、
神人和融

◆伯家神道
の秘教部分を
神道霊学が
取り入れる。

本田親徳創始。21歳の時、
憑霊状態で和歌を詠む少
女に出会ったことを機に霊
学研究を始める。近代古神
道霊学の源流。
★後期復古神道（幽界研
究）、古神道、巫女神道
◆神道と霊学の融合、一
霊四魂、鎮魂帰神、審神
（さにわ）、禁厭、女児・女
子の狐憑きの研究、顕幽
両斎の研究（伯家神道の
幽斎行法の重視）。

★後期復古神道（幽界研究）・平田派、
古神道、伯家神事秘法、巫女神道
◆神道と霊学の融合、呪術・占術・禁
厭・原始神法・神懸り（帰神）の復興、降
霊術、復古神道の国学化・国文学化に
対する太古呪文・言霊の復興、国家神
道の非宗教宣言（事実上の神道国教
化・軍事利用の口実）に対する宗教神
道（祭政教一致）の復興。
神道霊学の萌芽は、後期の平田復古
神道そのもの、特にその幽界研究を重
視する一派に見られる。憑霊状態で和
歌を詠む少女に出会ったことを機に霊
学研究を始めた本田親徳が、初期近代
神道霊学の大成者。
以降も、概ね男系男子宗教者が唱えた
が、巫女禁断令で壊滅に向かっていた
巫女神道と当然親和し、一部の霊学組
織は霊的巫女集団・霊的戦闘集団を形
成した。
古神道研究家の吾郷清彦は、川面凡
児、友清歓真、荒深道斉、田中治吾平
を、「国学の四大人」を模して「神道霊
学の四大人」と評価した。

祭政一致、
神道国教
化策

神仏分離策、
廃仏毀釈

天津金木学・日本言霊
学

★伯家神
道（神拝式
許状を授与
される）、神
祇官系
（但し、立
教は男系
教祖個人
の神懸りと
天啓、「立
教神伝」に
よるとされ
る。）
◆伯家神
道の最深
奥義たる第
一種相伝
は行われ
ず。

★吉田神
道系
（但し、立
教は男系
教祖個人
の神懸りと
天啓、「天
命直授」に
よるとされ
る。）
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伯家神事復
興運動を開
始した高浜
清七郎が本
田親徳と交
流、親徳に
伯家幽斎神
事秘法を伝
授。
次いで親徳
が、神霊学
者・月見里
稲荷神社宮
司の長沢雄
楯らに霊学
と伯家神事
秘法を伝
授。

神職世襲廃
止により、白
川家でも、こ
の年に生まれ
た資長は神
祇大副・伯王
でなくなる。
（のち和学教
授所総監とし
て伯家神道を
継承。資訓は
1884年に子
爵に。）
また、少なくと
も官国幣社の
社家は追放と
なる。
見かねた高
浜清七郎が、
伯家神事の
民間における
継承運動を開
始。功を奏
し、門人増
加。白川家の
女人・祝女
（はふりめ）や
故郷岡山の
巫女らにも相
伝。

神職世襲制
廃止により
吉田家の神
祇大副世襲
が終焉

伊勢神宮少宮
司の浦田長民
が設立
★伊勢神宮内
宮、伊勢信仰
（伊勢講）、神
社崇敬・神社
神道系

岡山の医師の
家・神道社家
出身の勤王志
士・芳村正秉
が、吉備の
シャーマンで
あった祖母の
神託を目撃し、
神道家の使命
を自覚して活
動を開始。神
仏合同布教の
大教院設立計
画に反対し、神
祇省を去り、伊
勢神宮に奉
職。大教院の
失敗を予見し
て、神宮司庁
東京出張所内
に神道事務局
の設立を画
策。稲葉正邦
ほか諸教正と
共にこれを成
功させる。

神仏分離
令により、
両部神道
系、山王神
道系が壊
滅的打撃を
受ける。

不受不施
派におい
て、「法
立」と「内
信」（隠れ
不受不施
派）の区
別が消失
したにも
かかわら
ず、導師
派と不導
師派の対
立は解消
されず。

1872　大教
院

1872
神宮教会、神

宮教院

千家尊福が整
備・再興
★古代出雲系、
出雲大社崇敬、
出雲巫女神道
の影響（但し、
出雲教は神道
大教系）、神社
崇敬・神社神道
系

★伯家神道系
◆但し、伯家神
道の最深奥義
たる第一種相伝
は行われず。

★大中臣神
道、古代吉備
系、吉備巫女
神道・シャーマ
ニズムの影
響、親伊勢神
宮

明治政府
の弾圧へ
の対策のた
め、神道的
教義を整備

明治政府
の弾圧へ
の対策のた
め、神道的
教義を整備

1873～　内
務省が蓮
門教を「淫
祠邪教」と
して取り締
まり強化。
教派への
所属を斡
旋。（大成
教へ）

1872
日蓮宗

上記 上記 上記

不受不施
派を除く
全日蓮門
流の宗号

神道霊学
（秘教神道、

神秘学神
道、隠秘学
神道、神智
学神道、神
秘主義神

道、神霊神
道、心霊神

道）

★国策・神道
総本山構想
系、「神道」
（神道事務
局）系、平田
鐵胤門

★物部神道
系

★神宮（伊勢
神宮）系
◆神宮内宮を
総本社として
神明神社を統
轄。近代以降
の神宮の動向
は、国家祭祀
の主宰者と位
置付けられた
天皇との関係
から、一層、旧
荒木田神道
（伊勢内宮神
道、皇大神宮
神道）の旧度
会神道（伊勢
神道、外宮神
道、豊受大神
宮神道）に対
する優位をもっ
て推移する。

★古代出雲系

★伯家神道系
◆但し、伯家神
道の最深奥義
たる第一種相伝
は行われず。

★大中臣神
道、古代吉備
系、吉備巫女
神道・シャーマ
ニズム、親伊
勢神宮

★禊系・御嶽信
仰系教団、歌
壇・俳壇の統合
体（教団・信仰
集団連合）で、
科学的思考、実
用主義を折衷

★富士信
仰、御嶽信
仰系

★御嶽信
仰系（御岳
講）
◆修験道を
禁止した明
治政府の
神祇制度
に対し、御
師・山伏
（修験者）
の再興運
動を展開。

1874　教
部省が日
本禅宗を
臨済・曹
洞の二宗
と定め、
黄檗宗を
強制改
称。

明治政府が巫女、陰陽師、修験者への
弾圧を開始。吉備の巫女神道家の一
部は陰陽師や修験者と結託し、天之御
中主神・国常立尊信仰に基づく反皇
統・反国家の霊的神道結社を組織し
て、皇統・国家に対する祟り・呪い（霊
的防衛）の秘儀を実践するようになる。
当初は独自の秘法であったが、やがて
男系男子創唱の神道霊学・本田霊学と
も、立場上および思想上、当然結託し、
反神道国教化・反国家神道の素地を形
成した。神道霊学側も、畿内や吉備、
出雲の巫女らの憑依現象を観察・研究
した。
しかしながら、本田霊学の根幹である
一霊四魂（中心霊の直霊（なおひ）が荒
魂・和魂・幸魂・奇魂を統御していると
する）、および四魂の機能とされる勇親
愛智の思想については、巫女らは早く
から極めて懐疑的で、実際に古神道に
は、このような一霊中央集権的・四魂
分業的な霊魂観は存在していない。二
魂（荒魂・和魂）並列や四魂並列の信
仰は古来あるものの、直霊について
は、巫女らは古神道の「霊（ひ）」や太平
洋島嶼地域の「マナ」とも異なる朱子学
的・一神教的神道解釈だとしている。最
終的には、巫女神道の神道霊学と狭義
の神道霊学とは、袂を分かつこととなっ
た。

1871　近代社格制度制定
1871　神社を「国家の宗
祀」と定義（太政官布
告）、のちの「神社非宗教
論」と国家神道創設の礎
となる。
1871　神道の中央集権化
に伴う世襲神職の廃止と
精撰補任（太政官布告）
1871　神祇官の神祇省へ
の降格による祭政一致強
化（事実上の昇格だが、
迷走）

1874
日蓮宗
一致派
→1876
日蓮宗
1874

日蓮宗
勝劣派
→1876
勝劣五

派：
日蓮宗
興門派
（日興門
流、富士
門流）、
妙満寺
派（日什
門流）、
本成寺
派（日陣
門流）、
八品派
（日隆門

流）、
本隆寺
派（日真
門流）

神道中心の神
仏（ないし神儒
仏）合同布教、
大教院（神道
総本山）による
歌人・俳人の
管理統制

角行（長谷川左近藤原
邦武）を開祖とする。
★富士信仰系（富士講、
伊藤食行身禄派不二
（富士）道）
◆修験道を禁止した明
治政府の神祇制度に対
し、御師・山伏（修験者）
の再興運動を展開。

★禊系

1872　神祇省・宣教使廃
止、教部省設置、三条教
則（三條教憲）発布、大教
院設置吉備巫女

神道による
秘教神道

結社

巫女神道・巫女教とその
神事たる巫女神楽・巫女
舞は「淫祠邪教」とされ、
巫女禁断令が発布され、
巫女と巫女神道諸家お
よびその神事が壊滅的
となった。かつ右記独立
教派に強制配属・分散さ
れた。
このとき、吉備の巫女の
多くは、当然のごとく同
郷の黒住教や金光教に
配属させられた。一方、
シャーマンであった祖母
の神託を目撃したことが
教派創始の契機となった
同郷の芳村正秉の神習
教に運良く配属された巫
女らは、正秉の深い理解
と庇護により、秘伝秘儀
をよく保った。
次第に、巫女たち自ら教
派神道に所属して秘伝
秘儀を維持するように
なった。
残る巫女に対しては、欧
米の宗教者の妻としたり
欧米の魔術師（魔女）に
転向させたりする形での
国外追放と家系根絶が
行われた。
しかし、1900年前後か
ら、次第に巫女ら自ら神
秘主義サロンや西洋魔
術結社に出向くようにな
り、そのまま現地に定着
した巫女もいる。現代西
洋隠秘学のの幕開けで
ある「黄金の夜明け団」、
その分派でキリスト教神
秘主義の「聖黄金の夜明
け団」や「薔薇十字同志
会」、儀式魔術の「暁の
星」、セレマ神秘主義の
「銀の星」や「東洋神殿修
道会（東方聖堂騎士団）・
グノーシス・カトリック教
会」などは、巫女たちの
最後の所属先の代表例
である。
これらの一部の集会は、
中世ヨーロッパで信じら
れていた魔女の宴会（魔
宴）にちなみ、「サバト」を
名乗っている。自分たち
を魔女と自覚している例
である。

伯家神事秘
法

奈良の
シャーマン
の中山みき
が教祖。
（「天理王
命」の啓
示）
◆「ひのき
しん（日の
寄進）」、
「つとめ」、
「たすけ」。
現在は、専
ら伝統的神
道に依らな
い混合宗
教。万人が
兄弟姉妹で
あると説く。
当初教団
は神道を自
称するも、
中山みき個
人の神験
の体験期を
除いては、
神道色は
極めて希薄
で、むしろ
キリスト教
に類似。中
山みき自身
は、あくま
でもシャー
マンであ
り、教団化
を望まず、
現教団の
教義のいず
れをも唱え
ていない。
教団は、の
ちに自ら非
神道を公表
し、教派神
道連合会
脱退を申し
出、『宗教
年鑑』でも
諸教分類と
なる。

1873　巫女禁断令（教部
省達）

1868～　徐々に形成、1875　確立
神道独立教派十四派（神道事務局およびその中心教派たる神道大教院が他の諸教派を統轄。既に「～教」を名乗る教派も含め、全ての教派は「神道」の別派特立の形をとる。）

★儒家神道系 ★山岳信仰、修験道系

★儒家神道系

神道総本山
構想

山本秀道宅で学んだ弟
子の大石凝真素美が天
津金木学、日本言霊学
を大成。山口志道、中村
孝道、祖父の望月幸智
の言霊学をも取り入れ
る。
★古神道、言霊学、修
験道、伊勢外宮神道（神
器・御樋代）
◆加持祈祷、太占、神
人合一、『古事記』と『法
華経』の密合。
言霊学は、神道を基盤
に、修験道や陰陽道の
影響を受けて発展し、大
石凝真素美に直接学ん
だ出口王仁三郎や山腰
弘道、水谷清、水野満
年、朝倉尚絅らが継承し
たが、結局のところ、当
時最も言霊学に心酔し
たのは明治天皇と昭憲
皇太后である。
逸話では、皇太后が一
条家からもたらした嫁入
り道具の中に、和歌三
十一文字を作る心得を
書いた古書があり、その
中に五十音言霊・布斗
麻邇の記述があった。
天皇が、宮中三殿賢所
にある『古事記』神話文
書の中の五十音言霊と
の関連に気づいた。そこ
で、皇太后付の書道家
だった弘道が、大石凝
の言霊学を天皇・皇太
后に紹介し、研究のお
相手をしたというもので
ある。
引き続き、後述。

★復古神道系

祭政一致、
神道国教
化策

神仏分離策、
廃仏毀釈
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本田霊学
（本田神霊

学）

1875
神道事務

局、神道大
教院

本荘宗秀
★井上正鐵
門・禊教門（高
浜清七郎ら岡
山の伯家神道
の孫弟子）、親
芳村正秉（の
ちの神習教）
1873　神宮大
宮司
田中頼庸
★国学、親芳
村正秉（のち
の神習教）
1872　教部大
録
1874　神宮大
宮司
1876　大教正
1880　神道事
務局副管長
1882　神道神
宮教初代管長
◆宗秀・頼庸
の大宮司就任
をもって、神宮
は伯家神道と
禊系（禊教、神
習教）に協力
的に。

1873
出雲大社敬神

講
→1876

大社教会

【東宮派】
1872

吐菩加美講
→1873

身禊講社
→1877

禊教社、禊教
事務局

【坂田派】
1874

惟神教会
（内部分裂。身
禊講社内に組

織。）

1879
大成教会

1873
修成講社
→1876

神道修成
派

◎別派特
立

1876
黒住教（神
道黒住派）
◎別派特

立

代々講
→1873

御嶽教会

一山講
→富士一
山講社

→富士一
山教会

→扶桑教
会

1878
實行社

臨済宗
黄檗派

吉備では、
反皇統・反国
家の極端な
秘教神道を
呈する巫女
が増加、秘
教神道と相
互協力。

管長（神道事
務局およびの
ちの本局）：
稲葉正邦
★解散した大
教院を独立教
派に再編、全
独立教派の
中心教派とし
た。三条教則
（三条教憲）を
継承。稲葉正
邦は、復古神
道の平田鐵
胤門下。

神宮教院
→1876

神宮教院本教
館

千家尊福が創
始
★古代出雲系、
出雲大社崇敬、
出雲巫女神道
の影響（但し、
出雲教は神道
大教系）、神社
崇敬・神社神道
系

井上正鐵の門
人らが坂田派
（坂田正安・鐵
安父子）と東宮
派（東宮千別）
に分裂。
1877　神道事務
局から平山省斎
が禊教総管に
就任、坂田派
（惟神教会、禊
教）と東宮派（身
禊講社、大成教
禊教）を管轄

教導職、日枝神
社祠官、氷川神
社大宮司の平
山省斎が創始。
大成教会初代
教長、神道大成
派初代管長、御
岳教初代管長。

教導職大
講義の新
田邦光が
創始。

急激に教
師数・信者
数が拡大

江戸浅草
の油問屋・
下山応助
が創始。初
代教会長。
★御嶽信
仰系（御岳
講）

大教院大
講義の宍
野半が創
始。神道事
務局会計
課長、扶桑
教初代管
長に。
★富士信
仰系（富士
講、身禄派
不二（富
士）道）、平
田鐵胤門

不二道第
十世の柴
田花守が
創始。
★富士信
仰系（富士
講、身禄派
不二（富
士）道）

1876　政
府が日蓮
宗不受不
施派の再
興許可。

古代出雲
系巫女神
道（島根、
鳥取、岡
山、広島）

古代吉備系
巫女神道
（岡山、山陽
全域、備讃
諸島）

1880
神理教会

1880
神習教会

丸山講
→1873
丸山教
→1875

富士一山
講丸山教
会（富士一
山講に合

併）

豊前国の神
道家出身
で、「皇国医
道」家・歌人
の佐野経彦
（巫部経彦）
が創始。
★古神道、
巫部神道、
物部神道

伊勢派（祭神
四柱を主張）
神道事務局副
管長、伊勢派
主導者：田中
頼庸
◆皇大神宮遙
拝殿を所轄、
大神宮祠（日
比谷大神宮）と
改称、次いで
飯田橋大神宮
となる。

出雲派（祭神五
柱、幽顕一如を
主張）

1880　御嶽
教会が平
山省斎の
大成教会
へ合同・所
属。下山は
御嶽教会
長を退任。

★富士信
仰系（富士
講、身禄派
不二（富
士）道）
富士の神
の声を聞い
たという武
蔵国の農
民・伊藤六
郎兵衛が、
家伝の丸
山講を復
興。「生き
神」として
崇められる
も、教導職
の資格を得
るまでは、
政府からの
弾圧対策と
して富士一
山講に所
属。

近代に作ら
れた巫女神
楽

1882　政
府が日蓮
宗不受不
施講門派
の再興許
可。

1877　教部省廃止、内務
省社寺局へ移管

神仏分離策、
廃仏毀釈

1875　神仏合同布教禁止
令、神道事務局設置、皇
大神宮遙拝殿（のちの東
京大神宮）の中央神殿化
構想、大教院解散

祭教分離、
「神社神道
は宗教では
ない」とし
（神社非宗
教論）、神
道祭祀（神
社神道、皇
室神道、国
家神道）と
宗教（教派
神道、仏教
など）とを区
別、事実上
の神道国
教化策：一
元的外在
制約説に
基づく

1874
日蓮宗
一致派
→1876
日蓮宗
1874

日蓮宗
勝劣派
→1876
勝劣五

派：
日蓮宗
興門派
（日興門
流、富士
門流）、
妙満寺
派（日什
門流）、
本成寺
派（日陣
門流）、
八品派
（日隆門

流）、
本隆寺
派（日真
門流）

神道中心の神
仏（ないし神儒
仏）合同布教、
大教院（神道
総本山）による
歌人・俳人の
管理統制

祭神論争勃発。出雲大社
と周辺の巫女のほとんど
は出雲派につく。吉備の
巫女も出雲派に加勢した
が、敗北。

巫女神道・巫女教とその
神事たる巫女神楽・巫女
舞は「淫祠邪教」とされ、
巫女禁断令が発布され、
巫女と巫女神道諸家お
よびその神事が壊滅的
となった。かつ右記独立
教派に強制配属・分散さ
れた。
このとき、吉備の巫女の
多くは、当然のごとく同
郷の黒住教や金光教に
配属させられた。一方、
シャーマンであった祖母
の神託を目撃したことが
教派創始の契機となった
同郷の芳村正秉の神習
教に運良く配属された巫
女らは、正秉の深い理解
と庇護により、秘伝秘儀
をよく保った。
次第に、巫女たち自ら教
派神道に所属して秘伝
秘儀を維持するように
なった。
残る巫女に対しては、欧
米の宗教者の妻としたり
欧米の魔術師（魔女）に
転向させたりする形での
国外追放と家系根絶が
行われた。
しかし、1900年前後か
ら、次第に巫女ら自ら神
秘主義サロンや西洋魔
術結社に出向くようにな
り、そのまま現地に定着
した巫女もいる。現代西
洋隠秘学のの幕開けで
ある「黄金の夜明け団」、
その分派でキリスト教神
秘主義の「聖黄金の夜明
け団」や「薔薇十字同志
会」、儀式魔術の「暁の
星」、セレマ神秘主義の
「銀の星」や「東洋神殿修
道会（東方聖堂騎士団）・
グノーシス・カトリック教
会」などは、巫女たちの
最後の所属先の代表例
である。
これらの一部の集会は、
中世ヨーロッパで信じら
れていた魔女の宴会（魔
宴）にちなみ、「サバト」を
名乗っている。自分たち
を魔女と自覚している例
である。

神道事務局設
置に成功した
芳村正秉が、
伊勢祭主（近
衛忠房、久邇
宮朝彦親王）
や神宮大宮司
（本荘宗秀、田
中頼庸）らに協
力して神宮改
革。しかし、神
官と教導職の
兼任の禁令を
予見し、龍田神
社宮司への転
出を辞退。伊
藤博文に妻子
を預け、家伝
の岡山の秘法
神事などを諸
国霊山で修
行。東京府に
「神習教会」を
設立。吉備の
原始シャーマニ
ズムにも近代
の神道行政・
神宮行政にも
連なる教派神
道・神習教に発
展した。
★大中臣・吉
備系、吉備巫
女神道・シャー
マニズム、親神
道事務局・本
局、親伊勢神
宮

1882　事実上の国家神
道（神社神道、祭祀神

道、皇室神道）概念の確
立：一元的外在制約説に

基づく

1880～81　祭神論争
（明治天皇の勅裁によ

り、出雲派に敗北させる
形をとって収拾）
1882 皇典講究所

神道総本山
構想

1882　事実上の教派神道（宗派神道、宗教神道、教団神道）概念の確立（六教派の別派特立による。）

祭政一致、
神道国教
化策
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明治政府に
よる巫女禁
断策や世襲
社家の廃止
策に反対す
る一部の神
官・神職・社
家・楽家（雅
楽家）・作曲
家・振付師・
国文学者ら
が巫女神楽
を再興。『歌
道総覧』を
見よ。

巫女禁断
策や祭神
論争で行き
先を失った
巫女と、神
社神道・皇
室神道・国
家神道（祭
祀）から排
除された教
派神道（教
学）との利
害が一致
し、教派神
道教団が
巫女を所属
させ、生業
としての巫
女神事の
再興と維持
に尽力し
た。

吉備・岡山県
における男
子教祖によ
る立教

1883　佐野
経彦が教導
職大講義就
任。一方、
神理教会の
教派独立認
可が未だ下
りず、御嶽
教へ所属。

神道神宮派
◎別派特立
→神宮教

◎分派（派）で
ないとして教団

（教）へ改称

神道大社派
◎別派特立

神道神習派
◎別派特立
→神習教

◎分派（派）で
ないとして教団

（教）へ改称

神道大成派
◎別派特立

→神道大成教
◎分派（派）で
ないとして教団

（教）へ改称
管長の平山省
斎は御嶽教管

長を兼任。

神道備中
事務分局
附属金光

教会
（神道本局
所属）→神
道金光教

会

御嶽教会
◎神道大
成派の別
派特立に

伴い、大成
派から独

立、神道事
務局へ。
→神道御

嶽派
◎神道事

務局から別
派特立

（御嶽教会
創始者で

管長就任を
打診予定
の下山が
突然行方
不明となっ
たため、管
長は大成
教の平山
省斎が兼

任。）
→御嶽教

神道扶桑
派

◎別派特
立

→扶桑教
◎分派

（派）でない
として教団
（教）へ改

称

神道實行
派

◎別派特
立

→實行教
◎分派

（派）でない
として教団
（教）へ改

称

黒住教、金
光教

（右記へ）

国常立尊信
仰

1884
神道本局

（1886年以降
の正式な独
立教派名：
「神道」）

1884
神理教

（御嶽教所
属）

皇學館
→神宮皇學館

神道大社教
◎分派（派）で
ないとして教団

（教）へ改称

【坂田派】
禊教事務局

→1880
惟神教会禊社
（惟神教会が禊
教事務局から

離脱、神道大社
教へ転向）

→神道禊派
（神道本局へ転

向）
【東宮派】

禊教会本院
→1883

大成教禊教
→神道大成教
禊教会本院

（神道大成教所
属）

蓮門教
→1883

神道大成教蓮
門講社

（1884　蓮門講
社本祠、蓮門

教総本院
→1889　蓮門
教総祠宇、大
成教蓮門第一

教院）
（神道大成教所

属）

神道天理
教会

（神道本局
所属）

1883　蓮門
教、多賀教
会（多賀大
社多賀講）
などが大成
教へ所属

1885　富士
一山講丸
山教会が
扶桑教から
独立
1886　神道
丸山教会
本院として
神道本局
へ所属

【成り立ち】
被相伝者：神
道本局長
第一種相伝
完遂
高浜清七郎ら
岡山の伯家
神道派が、神
道本局長の
稲葉正邦に
上記伝授。

【成り立ち】
被相伝者：伊
勢神宮大宮司
（岡山伯家神
道孫弟子井上
正鐵系）
第一種相伝は
行わず
祭神論争にお
ける神宮の態
度、天皇の勅
裁と出雲神道
の敗北の悲嘆
を見た、高浜
清七郎ら岡山
の伯家神道派
は、神道神宮
教初代管長の
田中頼庸ら神
宮教とは、不
即不離の関係
と対立関係と
を反復。同郷
の黒住教と金
光教、同郷の
出自で禊系の
神習教を優先
し、上記伝授。

【成り立ち】
被相伝者：出雲
派、神道大社
教管長（祭神論
争で岡山伯家
神道が協力）
第一種相伝完
遂
高浜清七郎ら岡
山の伯家神道
派が、神道大社
教管長の千家
尊福に上記伝
授。

【成り立ち】
被相伝者：神道
禊派、大成教
禊教（岡山伯家
神道孫弟子井
上正鐵系）
神道禊派には
第一種相伝は
行わず
元より伯家神道
系で、神祇官伯
家祭祀の正統
を主張したのは
坂田家だが、長
期に渡る正鐵門
下の分裂を見た
高浜清七郎ら岡
山の伯家神道
派は、神道禊派
には伯家神道
の最深奥義たる
第一種相伝を
行わず。東宮派
や、同郷の黒住
教と金光教、同
郷の出自で禊
系の神習教を
優先し、上記伝
授。

【成り立ち】
被相伝者：神
習教管長
同郷相伝
第一種相伝完
遂
高浜清七郎ら
岡山の伯家神
道派が、同郷
で神習教管長
の芳村正秉に
上記伝授。

【成り立ち】
被相伝者：神道
大成教・御嶽教
管長
第一種相伝完
遂
高浜清七郎ら
岡山の伯家神
道派が、神道大
成教・御嶽教管
長の平山省斎
に上記伝授。

【成り立ち】
被相伝者：
神道修正
派管長
第一種相
伝完遂
高浜清七
郎ら岡山の
伯家神道
派が、神道
修正派管
長の新田
邦光に上
記伝授。

【成り立ち】
被相伝者：
神道金光
教会
同郷相伝
第一種相
伝は行わ
ず
元より伯家
神道系。高
浜清七郎ら
岡山の伯
家神道派
が、川手文
治郎の門
人らに引き
続き上記伝
授。

【成り立ち】
被相伝者：
神道黒住
派
同郷相伝
第一種相
伝完遂
高浜清七
郎ら岡山の
伯家神道
派が、黒住
教信徒に
上記伝授。

【成り立ち】
被相伝者：
神道大成
教・御嶽教
管長
第一種相
伝完遂
高浜清七
郎ら岡山の
伯家神道
派が、神道
大成教・御
嶽教管長
の平山省
斎に上記
伝授。

神仏分離策、
廃仏毀釈

1884　神道事務局を神道
本局に改編。
1887　官国幣社神官の廃
止（以降、今日の意味で
の「神職」となる。）

祭教分離、
「神社神道
は宗教では
ない」とし
（神社非宗
教論）、神
道祭祀（神
社神道、皇
室神道、国
家神道）と
宗教（教派
神道、仏教
など）とを区
別、事実上
の神道国
教化策：一
元的外在
制約説に
基づく

巫女神道、巫女神道霊
学、巫女秘教神道

伯家神事秘法集中相伝（造化参神神傳教会）　相伝者：岡山伯家神道、高浜清七郎および門弟
明治政府による世襲社家の廃止、白川伯王家の廃絶策、国家神道・神社神道の性急な整備に対抗して、高浜清七郎（岡山県総社市出身）を中心とする岡山県・吉備・山陽系の伯家神道派が、教派神
道の各教派に伯家幽斎神事秘法を伝授。尊皇派として活動した清七郎は、明治政府成立後、宮内省や白川家から明治天皇への伯家神道相伝役として声がかかることを期待したが、成らず。薩長藩閥

を中心とする新政府は、当初から伯家神道を天皇の神道と見ておらず、宮内省の警護を固め、清七郎一派を排除し続けた。伯家神事秘法の集中相伝は、清七郎の対抗策である。
これを機に、政府の神道行政と一体化した事実上の国家機関であった神道本局が伯家神道と通じることとなったため、政府から宗教神道（神道教派）として見放されるようになり、結果的に本局は神道

大教となり、教派神道の一派と化した。但し、分離独立当初は他の教派を主導する役割を担っていた点が、国策時代の名残ではあった。
一方、清七郎の伯家神道再興の試みは、その意に反して、元より神道色が希薄であった金光教や天理教、言霊学・偽書研究勢力への伯家神道秘法の過剰流入や、これらの教団・組織への伯家神道の
秘伝書物の売り飛ばしを招いた。これらの教団・組織によって伯家神道が歪められ、伯家神道そのものが異様なオカルティズムであると誤解される事態が生じた。その傾向は、現代においても継続して

いる。

伯家神事秘法集中相伝（造化参神神傳教会）　相
伝者：岡山伯家神道、高浜清七郎および門弟

明治政府による巫女禁断令および右記の国策に対
抗して、岡山県・吉備・山陽系の各巫女神道家とそ
の巫女らが、高浜清七郎（岡山県総社市出身）を中
心とする岡山県・吉備・山陽系の伯家神道派に協

力・結託し、伯家幽斎神事秘法を継承・体得。
これを教派神道の各教派の巫女らに相伝し、あるい
は自ら各教派の巫女となる。天照大神・皇統一辺倒
の国家神道に対する造化参神神道の復興を計画・

実行した。

1882～　非宗教の神社・
神道を国の祭祀とし、他
宗教の上位に置くことは、
憲法の「信教の自由」に
反しないとして（一元的外
在制約説に基づく）、事実
上、神道国教化策、神道
による国民統合策を強
化。皇典講究所発足、神
官の教導職兼補の禁令
が出され、1884年、教導
職廃止、神官の布教は禁
じられた。1882年、神宮司
庁と神宮教院を分離設
置。1884年にかけて祭教
分離、教派神道形成。但
し、政府は同時に宗教・教
派神道弾圧を開始。神道
色が希薄であった天理教
や金光教は、弾圧対策と
して神道的教義を整備。
神道事務局・皇典講究所
総裁は有栖川宮幟仁親
王、神道事務局管長・本
局長は旧淀藩主稲葉正
邦。

言霊学は、神道を基盤に、修験道や陰陽道
の影響を受けて発展し、大石凝真素美に直
接学んだ出口王仁三郎や山腰弘道、水谷
清、水野満年、朝倉尚絅らが継承したが、
結局のところ、当時最も言霊学に心酔した
のは明治天皇と昭憲皇太后である。逸話は
前述の通りで、弘道が皇太后付の書道家
で、言霊学を天皇・皇太后に紹介したので
ある。
その後、同天皇・皇太后は、言の葉の誠の
道、神代文字・竹内文書（偽書とされる）、音
図・数霊、テレパシーなど、あらゆる言霊学・
神霊学分野に傾倒したが、その関心は本田
霊学系の神道霊学とさえ異なり、より非伝
統神道的なオカルト寄りで、どんな偽書をも
一旦は真書と信じ込み、当の言霊学者らを
も困惑、仰天させるものであった。
自らは、世襲社家廃絶策により律令系神
道・伯家神道を体得していない初めての天
皇となり、国家神道（非宗教の祭祀）の主宰
者であると政府によって位置付けられ、これ
を嬉々として受け入れながら、その真の興
味の対象は、教派神道からも神道霊学から
も異次元のオカルト科学宗教にあった。当
時、この事実は政府によって隠蔽された。

言霊学・布斗麻邇（フトマニ）、
言の葉の誠の道

（宮中三殿・賢所文書と一条家文書の霊的
研究）、

神代文字・竹内文書（明生会が研究、偽書
とされる）、

古史古伝・超古代文献・超古代文書（偽書
とされる）、
音図・数霊、
テレパシー、

明治天皇個人と付人・側近（首相・政府要
人・軍人ら）の神道観

神道総本山
構想
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1886
神道丸山教

会本院
（神道本局所

属）
→戦後、丸

山教へ

祭教分離

国家神道
（事実上の
神道国教
化）の確立

全てのキ
リスト教
系教団

1892　和学
教授所

1894　神理
教

◎御嶽教か
ら独立

初代管長：
佐野経彦

神宮教の国家
祭祀への関わ
り（神宮大麻頒
布）に批判生じ
る

1894　禊教（神
道禊派側）

◎神道本局か
ら独立

1894　蓮門教事
件（催眠商法に
よる「御神水」販
売に対し、内務
省が取り締まり
を再強化。黒岩
涙香創刊の『萬
朝報』なども、蓮
門教を「淫祠邪
教」として非難。
神道大成教は
島村光津の神
道教師の資格
を剥奪。）

大道教会
（分派）

右記のような明治天皇個
人の、言霊学や神代文
字、竹内文書を中心とす
る偽書・オカルト神霊学
への興味・心酔は、岡山
県・山陽・瀬戸内海沿岸
地域の巫女神道にも甚
大な影響を与えた。すな
わち、秘教神道を取り入
れた吉備・山陽の平田神
道や、伯家神事秘法系
（造化参神神傳教会、和
学教授所）や、創唱系の
教派神道（天理教、金光
教、黒住教）や、本田霊
学とその弟子系列（大
本、神道天行居、三五
教、ひかり教会、神政龍
人会など）や、に所属し
ていた巫女らは、「淫祠
邪教」・「逆賊」として激し
い巫女禁断策に晒され
た。

国家神道
（非宗教とし、内務省神

社局、次いで内務省外局
の神祇院が統轄。一村

一社制。天皇家に関係あ
る神々への祭神の書き

換え。）

1890　國學院（皇典講究
所内）

→國學院大學

吉備の神霊学的巫女神
道と個々の巫女らは、巫
女禁断策の中でも天之
御中主神・国常立尊信仰
を主眼に置き、更に太古
神法のように、幽冥界と
地上界を行き来するとさ
れる秘法も継承した。そ
のため、当初は概ね、地
元や畿内の創唱宗教（黒
住教、金光教、天理教、
大本など）に親和的で
あった。しかし、あくまで
も復古神道や国家神道
ではなく、太古神道の
シャーマニズムに依拠す
ることを目指したため、
神道色を排除し近代スピ
リチュアリズムに向かっ
た金光教や天理教に対
しては、懐疑的立場をと
るようになった。教派神
道では黒住教と良く親和
し、多くの巫女が祭祀に
参加した一方、天理教に
ついては神道とは見なさ
なかった。のちに、天理
教自らが非神道を認める
宣言を出して、教派神道
系を脱することになる。
但し、天理教の孫分派教
団であるほんぶしんが岡
山を本拠として以降は、
一部の巫女が参加して
いる。
一方、巫女禁断令によっ
て欧米に渡り、定着し、
職業魔女化していた日
本の巫女ら一派は、サタ
ニズム（悪魔主義）や神
智学・人智学などによっ
て日本（近代神社神道・
国家神道）を呪う儀式を
始めていた。その際、吉
備の秘教神道の巫女ら
も、一時帰郷した元盟友
の魔女らに、あくまでも
神道儀式の立場からで
はあるが、秘かに協力し
た。共に吉備の磐座や
霊山で魔術を行い、ある
いは、一時渡欧して西洋
魔術を学んだ。

出口王仁三
郎が本田霊
学、伯家鎮
魂法、言霊
学を修める
中、出口なお
の神懸り体
質は強化さ
れるばかり
で、なおは金
光教との協
力関係を築
き、その教義
に基づく自身
の霊的体験
の解釈を始
めた。そのた
め立教前の
大本の思想
は、金光教
の教義と本
田霊学の折
衷であった。
やがて、なお
は金光教を
離れ、大本
は王仁三郎
の思想体系
そのものと
なっていく。

教派神道（神宮教解散以降、別称「神道十三派」。宗教とし、内務省宗教局が統轄。）

1892　大本
（教団組織確立は1898）

神仏分離策、
廃仏毀釈

1889　神官同志会発足。
のち全国神職会に発展。
1889　大日本帝国憲法公
布
1890　施行

本田親徳か
ら霊学と伯
家鎮魂法の
相伝を受け
た長澤雄楯
が、出口王
仁三郎に相
伝。王仁三
郎は、山口
志道の言霊
学にも影響
を受け、そ
の孫弟子の
大石凝真素
美に直接学
んだ。

だが、山本秀道に始まる修験道系言霊学
も、御製の「言の葉の誠の道」を信じた山腰
弘道・明将父子による神代文字・竹内文書
研究も、その他の研究家による古史古伝研
究も、武智時三郎の音図・数霊研究も、西
原敬昌のテレパシー修行も、全てが天皇の
彼らへの庇護と天皇への彼らの崇敬が生ん
だ産物である。これらの活動の多くは大正・
昭和天皇の御代のものであるが、基礎を与
えたのは明治天皇である。三天皇自身は、
民の思想・教団の是非・正邪・真偽を判断せ
ず、それを実行したのは専ら政府・軍部であ
る。
但し、政府・軍部に目を付けられ「淫祠邪
教」・「逆賊」として排斥・弾圧されたのが、天
皇個人が心酔せず忌避した思想・教団ばか
りであること、一方で、天皇が好んだ思想・
教団は、たとえ異様教義であっても放任・放
免されたことには、注目すべきである。
排斥・弾圧された主な思想・教団は、幽界信
仰を強化した一部の平田派、これと手を結
んだ門人らにより白川家の世襲禁止後も生
き残った伯家神道流派（すなわち、平田篤
胤・鐵胤学頭よりも後の一層秘教化した伯
家神事秘法を継承した造化参神神傳教会、
和学教授所など）、創唱系の教派神道（天
理教、金光教、黒住教）、伯家神事秘法一
派の本田霊学とその弟子系列（大本、心霊
科学研究会、神政龍神会、神道天行居、神
仙道本部、古神道仙法教、三五教、ひかり
教会など）である。但し、合気道だけは、本
田霊学・大本系であるにもかかわらず、皇
族・華族・軍人らが支援し、また入門した。
これらのほぼ全てが、岡山県・吉備・山陽系
の天之御中主神・国常立尊信仰と伯家神道
霊学に源流を持ち、主に高浜清七郎とその
門人らによって開拓された系統であることは
興味深い。明治天皇の極端なオカルト趣味
と吉備神道への本能的嫌悪は、吉備とヤマ
トの太古以来の神道上の関係から見ても、
決して偶然ではない。
引き続き、後述。

伯家神道と神道霊学が結
託し、高浜清七郎ら岡山の
伯家神道派を中心に、国
家神道に抵抗し、生き残り
をかける。次第に、清七郎
ら自ら伯家神事を伝授して
回った教派神道にも対抗。

十三宗五十六派

政府が、日本
の近代西洋
化・軍国主義
に反対する丸
山教への弾
圧を開始。計
画中の教派
神道から排除
する方針を固
める。教団は
衰退。但し、
大日本報徳
社に近づき、
報徳思想を唱
え、神道系教
団としてかろ
うじて存続。

教派神道
（神宮教解散以降、別称

「神道十三派」。宗教とし、
内務省宗教局が統轄。）
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高浜清七郎
が創設、娘婿
の宮内忠正
が整備
★伯家神道、
神道霊学
◆伯家神事
秘法の維持
継承

天理教の急
拡大により、
本局教師の
三分の二を天
理教教師が
占める。（右
記へ）

神道同志
会

大道協会
が神道大
成教へ所
属（教会側
は、分派で
なく、異質
な天理教か
らの離脱と
する。）

妙満寺
派

→1898
顕本法
華宗

本成寺
派

→1898
法華宗
八品派
→1898
本門法
華宗

本隆寺
派

→1898
本妙法
華宗

1895
日本救
世軍

のちの神道
天行居集団
が大本を離
脱し、非創唱
系の純粋復
古神道系教
義に転向。
吉備の一部
の巫女も、同
様の行動を
とった。

出口王仁三
郎が教団拡
大。政府か
ら国家・皇
室転覆画策
教団と見な
され始め
る。

霊術・療術団
体

（太霊道、岡
田式静座

法、霊界倶
楽部、霊学

道場）

神宮教が解散
神宮教会

→神宮奉斎会
神道同志会脱

退
神宮教院大本
部および神宮
奉斎会本院に
よる神宮運営

1900
金光教

◎神道本
局から独立

神道懇話
会

神道本局
の最大教
派となる。
（本局教師
数30,000人
のうち、天
理教教師
数20,000人
強）

日蓮宗
興門派
→1899
本門宗

岡山で誕
生、発
祥。（救
世軍の日
本におけ
る組織的
活動とし
て、山室
軍平らが
布教・創
始。）

太古神法

1908
神道大成教
直霊教会
（神道大成
教所属）、

御嶽教大本
教会（御嶽
教所属）、

金明霊学会
→大日本修

斎会

田中守平、岡
田虎二郎、松
本道別らが霊
術団体を創
始。松本道別
に香川出身
の玄学・老荘
思想研究家
の清水宗徳
が入門。

1906
全神教趣
大日本世

界教、稜威
会（みいつ

かい）

1890
皇道会

総裁：久邇宮
朝彦親王

会長：中山忠
英

→1911
大日本皇道

立教会

天理教独立
により、規模
が矮小化

1911
大日本皇道立

教会

1908
天理教

◎神道本
局から独立

1900
御嶽教天
都教会

（御嶽教所
属）

→皇祖皇
太神宮天

津教

←天都教
会は竹内
巨麿創始。
◆竹内文
献（文書）、
ヒヒイロカ
ネ

公娼廃止
運動（廃
娼運
動）、純
潔運動を
めぐっ
て、同郷
の巫女ら
と意見が
対立。
（左記）

北朝系明治・大
正天皇を戴く政
府に対抗して上
記設立に関与
し、出雲大社・
千家尊福が副
会長に就任。祭
神論争で天照
大神信仰（伊勢
内宮神道）に対
する国常立尊・
大国主命信仰
（出雲神道）の
全面的敗北が
決定したことに
伴い、今度は苦
肉の策として反
北朝、南朝正統
論に転じ、一部
の皇族、華族、
軍人らと策謀し
たもの。

1899　神道懇話会

吉備の神霊学的巫女神
道と個々の巫女らは、巫
女禁断策の中でも天之
御中主神・国常立尊信仰
を主眼に置き、更に太古
神法のように、幽冥界と
地上界を行き来するとさ
れる秘法も継承した。そ
のため、当初は概ね、地
元や畿内の創唱宗教（黒
住教、金光教、天理教、
大本など）に親和的で
あった。しかし、あくまで
も復古神道や国家神道
ではなく、太古神道の
シャーマニズムに依拠す
ることを目指したため、
神道色を排除し近代スピ
リチュアリズムに向かっ
た金光教や天理教に対
しては、懐疑的立場をと
るようになった。教派神
道では黒住教と良く親和
し、多くの巫女が祭祀に
参加した一方、天理教に
ついては神道とは見なさ
なかった。のちに、天理
教自らが非神道を認める
宣言を出して、教派神道
系を脱することになる。
但し、天理教の孫分派教
団であるほんぶしんが岡
山を本拠として以降は、
一部の巫女が参加して
いる。
一方、巫女禁断令によっ
て欧米に渡り、定着し、
職業魔女化していた日
本の巫女ら一派は、サタ
ニズム（悪魔主義）や神
智学・人智学などによっ
て日本（近代神社神道・
国家神道）を呪う儀式を
始めていた。その際、吉
備の秘教神道の巫女ら
も、一時帰郷した元盟友
の魔女らに、あくまでも
神道儀式の立場からで
はあるが、秘かに協力し
た。共に吉備の磐座や
霊山で魔術を行い、ある
いは、一時渡欧して西洋
魔術を学んだ。

★古神道、金光教、伯家
神事秘法（高浜清七郎・岡
山・山陽派）、鎮魂帰神、
審神学、大日本皇道立教
会、本田霊学系、言霊学、
修験道、神道大成教、キリ
スト教
（立教は二大教祖である
男系女性シャーマン・出口
なおと娘婿・出口王仁三
郎個々人の神懸りと天啓
によるとされる。出口なお
は開祖とも。但し、教団
化・組織化は専ら王仁三
郎による。）
◆『大本神諭』、『霊界物
語』、国常立尊復活論、南
朝正統・復活論、終末論。
宮中関係者や陸海軍将校
が共鳴し参加。第一次・第
二次大本事件により、壊
滅的弾圧を受ける。一部
は吉備・山陽の巫女神道
に入り、秘伝化。

1895　神道同志会
1898　全国神職会
→大日本神祇会

神仏分離策、
廃仏毀釈

◆神社非宗教論
1898　神祇官興復運動、
神祇特別官衙設置運動
により、全国神職会（のち
大日本神祇会）を組織。
1900年、社寺局から神社
局を分離設置。国家神道
が名実共に確立し、神社
局がこれを保護（事実上
の管理統制）。神官は公
務員とされ、布教活動は
禁止。これ以降、「国家神
道」の語が頻用される。社
寺局は宗教局へ改組。

1899　神道懇話会

神道同志会

神道懇話会

神道同志会

◆南北朝正
閏論の復活
と南朝正統、
北朝傍流を
主張。
初代会長：中
山忠英
副会長：千家
尊福
会員：中山忠
宗、大隈重
信、東郷平
八郎、一木
喜徳郎、牧
口常三郎、
戸田城聖、
児玉誉士
夫、華族、陸
軍軍人

→門下、後
継団体（現皇
統打倒、南
朝皇統への
移行を主張
したことのあ
る教団）
創価教育学
会→創価学
会
（表向きは日
蓮正宗から
破門された
法華講系教
団だが、原点
は皇道立教
会急進派の
牧口、戸田ら
による南朝
復活、北朝
系現皇統打
倒、国体改
造計画集
団。）
大本（出口王
仁三郎）
パーフェクト
リバティー
（PL）教団
（御木徳近）
山蔭神道（山
陰基央）
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大正時
代

友清歓真
が、大本信
者・浅野和三
郎の勧めで
大本に入信
するも、王仁
三郎の教義
に失望し、わ
ずか一年で
脱退。先行
の脱退者ら
と合流。長澤
雄楯に本田
霊学と伯家
神事秘法を
学ぶ。

1921　皇道
大本

蓮華会
→立正
安国会
→1914
国柱会
（本化妙

宗）

1920　格神
会

→1921　天
行居

1921年、第
一次大本事
件により改
称。

岡本天明（岡
山県浅口郡
玉島出身）が
大本・出口王
仁三郎と交
流。第一次大
本事件に巻き
込まれて失
職。

田中智学
が創始。
★日蓮
宗、法華
宗
◆日蓮主
義、八紘
一宇、国
性芸術

1925
円応法
修会

→1931
円応修
法会
（右記
へ）

1923　心霊
科学研究

会、
1929　中京
心霊協会、
大阪心霊科

学協会、
東京心霊科

学協会
→1946　日
本心霊科学

協会

1925
天理研究

会

1925
円応法
修会

→1931
円応修
法会

兵庫の
シャー
マンの
深田千
代子が
教祖。

海軍機関学
校の英語教
官・浅野和三
郎が、霊的体
験を機に、霊
学研究に熱
心な大本に入
信。第一次大
本事件におけ
る弾圧を機に
教団を離脱
し、心霊科学
研究会を創
設。賛同者ら
が各大都市
部に心霊研
究団体を設
立。次兄の浅
野正恭が継
承。和三郎と
共に大本を離
れた谷口雅
春は、万教一
致の生長の
家を創始。
大本信者・中
野與之助が
第二次大本
事件に関わ
り、入獄。

大西愛治
郎が創始

シャーマ
ン・深田
千代子が
天啓体験
によって
修法を開
始。弟子
らが法修
会設立。
修法会に
改称。臨
済宗妙心
寺派霊雲
寺（深田
家の菩提
寺）の住
職・林誠
道が会長
に就任。

1934　神政
龍神会

1933
円応報恩

会

1930
創価教
育学会
→1945
創価学

会

19c末、岡山で山室軍平
らにより日本救世軍（救
世軍の日本組織）が創設
され、社会福祉事業、公
娼廃止運動（廃娼運
動）、純潔運動、一夫一
婦制運動が展開されたこ
とに伴い、岡山の巫女ら
の間でも、キリスト教・救
世軍の純潔思想の妥当
性や、これらと巫女神道
における純潔の伝統との
整合性が検証された。
しかしながら、当時の山
室らの運動は、他のキリ
スト教会の主張と同じく、
結婚の前後で性交渉の
善悪を区別し、女性愛護
を掲げつつ、またそれ故
に、とりわけ女性の婚前
交渉を厳しく叱咤・懲戒
し、婚前交渉済の女子や
売春婦を下層民、哀れな
女と見下す傾向にあっ
た。
一方、巫女神道における
純潔思想は、男神との関
係（合一体験）に連関し
て生じ、実践されてきた
ものであり（男神との関
係は全く純潔でない）、
元より、近世までの日本
女性一般の間では、人
間男性（のみならず老若
男女）との関係に関する
禁忌・規範は何ら存在し
ていない。
岡山の巫女らは、自分た
ちの純潔の伝統が一神
教の勧善懲悪論とは無
関係であり、公娼・私娼
に対しても懲罰感情を持
たず、むしろ連携するこ
ともあったことから、同郷
発祥の日本救世軍に同
調・改宗した純潔巫女は
極めて少ない。

巫女神道、巫女神道霊
学、巫女秘教神道

1912　神道各教派聯合会

1927～52
ユダヤ陰謀
論・反ユダヤ
主義・「霊的
国防」論に基
づく集団神
霊儀式を実
践。武力でな
く霊力による
国防を唱え
たため、政
府・大本営は
これを「軍国
主義を否定
し、武力戦・
総力戦を軽
視する害悪
思想」として
邪視・弾圧。
また、天皇を
神道、仏教、
キリスト教な
どを発した
「万教の大教
主」と位置付
けたため、国
家神道強化
策に出てい
た政府・大本
営はやはり
邪視・弾圧。

神仏分離策、
廃仏毀釈

川面凡児
が創始。
★儒学、仙
道、自由民
権運動
◆禊（神社
神道におけ
る禊作法の
確立）、顕
幽一貫の
祖神垂示。
神宮奉斎
会会長・今
泉定助の
支持を受け
たことを機
に、川面の
禊行法は
神社神道
における中
心的な禊作
法として確
立し、全国
各地に禊
行事の流
行をもたら
した。

1924　日本大学神道講
座・神道奨学会

（神道教師の再教育策）

上記のような動向は、山
陽発祥の社会福祉事業
においても同様であっ
た。
神戸出身のキリスト者
で、日本初かつ日本最
大の生活協同組合「コー
プこうべ」（神戸購買組合
が由来）の創設者である
賀川豊彦は、貧民救済
運動、被差別部落解放
運動、無癩県運動も行っ
たが、これは賀川が優生
学に傾倒し、貧民や部落
民、癩病患者を「遺伝的
に劣等で、キリスト教に
よって救われるべき（優
生学によって人種改良さ
れるべき）可哀想な
人々」と見なしていたか
らである。
賀川らの運動は、結局は
貧民・部落民・癩病患者
淘汰論・排撃論であり、
賀川自ら差別表現・暴言
を多用して運動を展開し
た。とりわけ、癩病患者
に対する賀川の差別と
排除願望は徹底してお
り、療養所への患者の隔
離・強制収容の強行を主
唱し、慰問を口実にキリ
スト教を強引に布教し
た。
国内初の国立療養所は
岡山の長島愛生園であ
り、無癩県運動・患者の
隔離運動に同県の巫女
らが多数巻き込まれた。
巫女らは次第に、同県、
医師、賀川らが推進する
これらの運動の偽善と差
別主義に気づき、厳しく
抵抗した。

また、1947年、賀川が
『婦人公論』で、米兵によ
る強姦の被害女性を「闇
の女に堕ち」た「欠陥」女
性、売春婦を「パンパ
ン」・「精神分裂病患者」
と侮蔑した際にも、岡
山、兵庫など山陽の一部
の巫女らが著しく反抗
し、賀川や賀川と同様の
主張を展開した日本のキ
リスト教団に対し、呪詛
の秘儀を執り行ってい
る。

1912　神道各教派聯合会

◆南北朝正
閏論の復活
と南朝正統、
北朝傍流を
主張。
初代会長：中
山忠英
副会長：千家
尊福
会員：中山忠
宗、大隈重
信、東郷平
八郎、一木
喜徳郎、牧
口常三郎、
戸田城聖、
児玉誉士
夫、華族、陸
軍軍人

→門下、後
継団体（現皇
統打倒、南
朝皇統への
移行を主張
したことのあ
る教団）
創価教育学
会→創価学
会
（表向きは日
蓮正宗から
破門された
法華講系教
団だが、原点
は皇道立教
会急進派の
牧口、戸田ら
による南朝
復活、北朝
系現皇統打
倒、国体改
造計画集
団。）
大本（出口王
仁三郎）
パーフェクト
リバティー
（PL）教団
（御木徳近）
山蔭神道（山
陰基央）
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大本・出口王
仁三郎に失
望して脱退し
た矢野祐太
郎が創始。
妻・矢野シン
の霊媒能力を
使った実験に
より『神霊密
書』を著し、宮
家や同志に
配布したとこ
ろ、竹田宮家
や北白川宮
家の女人らの
勧めで天皇
へ御嘉納。

1930～32
第一次天
津教弾圧
事件

会長：伴仲
実襄

昭和時
代

1934　昭和
神聖会

1936　皇道斎
修会

→1940　宗教
結社皇（すめ
ろぎ、すめら

ぎ）教

神道霊学 神道大教
1936

天理本道

1935～44
第二次天
津教弾圧
事件

1941
日蓮宗
（三派合

同）
1941

法華宗
1941

本化正
宗

教義の神道
霊学とは、神
道天行居と
その創設者・
友清歓真が
自称する霊
学をいう。

★伯家神事
秘法（高浜清
七郎・岡山・
山陽派）、本
田霊学系

神宮皇學館大
学

→皇學館大学

神道天行居

世襲を廃絶さ
れ子爵となっ
た白川資長が
会長に、伯家
神道を学んだ
鬼倉足日公が
理事長に、伊
勢皇大神宮大
宮司・三室戸
和光の孫で宮
中顧問官の敬
光と、平田篤
胤の曾孫で神
田明神宮司の
平田盛胤が副
会長に就任。
★伊勢内宮神
道・平田神道・
伯家神道の統
合、斎王・倭姫
命信仰
◆但し、伯家
神道の最深奥
義たる第一種
相伝は行われ
ず。

1938　日本大学皇道学
院

宗教団体
法施行に
より、旧
日蓮宗
（一致
派）、本
門宗（富
士門流、
勝劣
派）、顕
本法華宗
（日什門
流、勝劣
派）が合
同し、日
蓮宗に。
本門法華
宗、本妙
法華宗、
法華宗が
合同し、
法華宗
に。不受
不施講門
派と不受
不施派が
合同し、
本化正宗
に。
旧日蓮宗
が日蓮
宗、法華
宗、本化
正宗の三
派に整理
統合され
る。

神仏分離策、
廃仏毀釈

1940　宗教団体法施行、
神社局を神祇院へ改組

本田親徳から
伝授された霊
学と伯家鎮魂
法を出口王仁
三郎に伝授し
た神霊学者・
月見里稲荷
神社宮司の
長澤雄楯に、
大本の信者・
中野與之助も
学ぶ。與之助
と大本の元信
者・友清歓真
は共に、本田
霊学と伯家秘
法のさらなる
神霊学的解
釈を進め、神
道霊学宗教
立教の準備を
始める。雄楯
の直接の門
人ではない
が、岡本天明
も立教計画に
加わる。

軍人、右翼団体と交流し、
国政に介入。

国家神道
（事実上の
神道国教
化）の確立

1934　教派神道連合会

GHQの神道指令により、
神社・神道の国家管理は
廃され、吉備の巫女神道
も国家・神社神道からの
弾圧は受けなくなった
が、今度はGHQによる日
本の危険かつ異様な習
俗の研究の対象とされ
た。天皇崇拝や鬼畜米
英思想、戦勝祈願祭祀
への巫女神道の関与が
疑われたが、政府、教部
省、大教院、神道事務局
などによる巫女弾圧策が
明らかになった一方、巫
女の戦争関与は見当た
らず、無罪放免に終わっ
た。
巫女らは今度は、反神社
本庁・反神道政治連盟の
立場から、その現代神社
神道に対する巫女神道
の霊的防衛を唱える立
場となった。
山口での神道天行居の
設立以降、吉備の巫女も
その霊的国防の集団秘
術訓練に参加している。
しかし、巫女らは国粋主
義的・民族主義的思想に
は協力しておらず、やは
り霊的自衛・呪詛の対象
としているのは、日本政
府や神社本庁である。
ユダヤ陰謀論を唱える神
道天行居は、欧米の反
ユダヤ系神秘主義から
当然何度も同盟を求めら
れている。

上記のような動向は、山
陽発祥の社会福祉事業
においても同様であっ
た。
神戸出身のキリスト者
で、日本初かつ日本最
大の生活協同組合「コー
プこうべ」（神戸購買組合
が由来）の創設者である
賀川豊彦は、貧民救済
運動、被差別部落解放
運動、無癩県運動も行っ
たが、これは賀川が優生
学に傾倒し、貧民や部落
民、癩病患者を「遺伝的
に劣等で、キリスト教に
よって救われるべき（優
生学によって人種改良さ
れるべき）可哀想な
人々」と見なしていたか
らである。
賀川らの運動は、結局は
貧民・部落民・癩病患者
淘汰論・排撃論であり、
賀川自ら差別表現・暴言
を多用して運動を展開し
た。とりわけ、癩病患者
に対する賀川の差別と
排除願望は徹底してお
り、療養所への患者の隔
離・強制収容の強行を主
唱し、慰問を口実にキリ
スト教を強引に布教し
た。
国内初の国立療養所は
岡山の長島愛生園であ
り、無癩県運動・患者の
隔離運動に同県の巫女
らが多数巻き込まれた。
巫女らは次第に、同県、
医師、賀川らが推進する
これらの運動の偽善と差
別主義に気づき、厳しく
抵抗した。

また、1947年、賀川が
『婦人公論』で、米兵によ
る強姦の被害女性を「闇
の女に堕ち」た「欠陥」女
性、売春婦を「パンパ
ン」・「精神分裂病患者」
と侮蔑した際にも、岡
山、兵庫など山陽の一部
の巫女らが著しく反抗
し、賀川や賀川と同様の
主張を展開した日本のキ
リスト教団に対し、呪詛
の秘儀を執り行ってい
る。

1934　教派神道連合会

エスペラント
の導入やラ
マ教・バ
ハーイー教
との提携な
ど、霊学的
コスモポリタ
ニズムに向
かう。1935
年、第二次
大本事件を
起こし、国
家・皇室の
転覆を謀る
陰謀結社、
「道鏡以来
の逆賊」とさ
れ、活動停
止となる。

表向きは
日蓮正宗
から破門
された法
華講系教
団だが、
原点は大
日本皇道
立教会急
進派の牧
口、戸田
ら幹部に
よる南朝
復活、北
朝系現皇
統打倒、
国体改造
計画集
団。当
初、岡山
の犬養毅
や山蔭神
道などが
支援する
も、決
別。現
在、原点
を知る幹
部や学会
員は少な
く、むしろ
自公政権
の一翼を
担う公明
党の最大
の支持母
体（ほぼ
結党主
体）であ
るが、布
教の手法
などが問
題視さ
れ、広く
日本最大
のカルト
教団と評
される。
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1945
愛善苑

1946
スメラ教
→1947

すめら教

神仙道本部
（宮地神仙

道）

1946
大日教

1946
丸山教

本門佛立
講

→1946
本門佛立

宗

日蓮宗
不受不
施派

→1946
妙法華

宗
→1952
日蓮宗
不受不
施派

日蓮宗
不受不
施講門

派
→1946
日蓮講
門宗

宮地水位・厳
夫・威夫の世
襲を経た後、
神道天行居を
離脱していた
清水宗徳が
継承。のち、
竹川文男が
継承。
★神仙道、道
術

ひかり教会
三五（あなな

い）教

飯田橋大神
宮を宗教法人
東京大神宮
へ改組

神宮（伊勢神
宮）：神社本庁

本宗

1949
天津巨

1948
円応教

岡山県龍
華山妙覚
寺

岡山県久
遠山本覚
寺

産須奈教会
→神道仙法

教
→古神道仙

法教

出雲大社教

円応修法
会（臨済宗
妙心寺派
霊雲寺）と
円応報恩
会が合同。

合気道
（1948　合気

会）
1952　大本

神道天行居
と、そこから
分離独立して
いた清水宗
徳の神仙道
本部の双方を
離脱した正井
頎益が創始。
★平田神道、
宮地神仙道、
道術

1946　日本
国憲法公
布
1947　施行
1947　宮内
省を宮内府
へ改組（内
閣総理大
臣所轄）。
宮内省掌
典職が内
廷機関とし
ての掌典職
となる。
1949　宮内
府を宮内庁
へ改組（総
理府設置
法の施行
により、同
府の外局と
なる。）
1951　宗教
法人法公
布・施行

1950
ほんみち

1952
皇祖皇太
神宮天津

教

旧法華宗
→1951

法華宗陣
門流

旧本門法
華宗

→1951
法華宗本

門流
旧本門法
華宗久遠
派妙蓮寺
→1951

本門法華
宗

旧本妙法
華宗

→1951
法華宗真

門流

岡本天明
創始。岡山
県浅口郡
玉島出身。
千葉県印
旛郡公津
村台方の
麻賀多神
社の末社・
天日津久
神社で「日
月神示」を
自動書記。
★伯家神
事秘法（高
浜清七郎・
岡山・山陽
派）、鎮魂
帰神、審神
学、本田霊
学系

本化正宗が再分派

宗教団体
法施行に
より、旧
日蓮宗
（一致
派）、本
門宗（富
士門流、
勝劣
派）、顕
本法華宗
（日什門
流、勝劣
派）が合
同し、日
蓮宗に。
本門法華
宗、本妙
法華宗、
法華宗が
合同し、
法華宗
に。不受
不施講門
派と不受
不施派が
合同し、
本化正宗
に。
旧日蓮宗
が日蓮
宗、法華
宗、本化
正宗の三
派に整理
統合され
る。

神社の国家管理の廃止、
宗教団体法廃止、宗教法
人令公布・施行

1945
神道指令（GHQ）

◆大日本神祇会、皇典講
究所、神宮奉斎会などの
解散統合による設立 教制審議

会（政府・
国家神道
からの弾圧
対策として
定めた神道
的教義を解
体、神道色
を排除し、
立教時の
教義を復
興）

1946
宗教法人神社本庁

1946　宗教法人神社本庁
の発足

明治政府
による修験
者への弾
圧以後、丸
山教は、あ
えて富士信
仰（富士
講、身禄派
不二（富
士）道）に
代えて報徳
社運動を表
看板として
生き残
り、、戦後
は平和主
義・反核運
動を展開し
ている。

天理教復
元（政府・
国家神道
からの弾圧
対策として
定めた神道
的教義を解
体、神道色
を排除し、
立教時の
教義を復
興）

GHQの神道指令により、
神社・神道の国家管理は
廃され、吉備の巫女神道
も国家・神社神道からの
弾圧は受けなくなった
が、今度はGHQによる日
本の危険かつ異様な習
俗の研究の対象とされ
た。天皇崇拝や鬼畜米
英思想、戦勝祈願祭祀
への巫女神道の関与が
疑われたが、政府、教部
省、大教院、神道事務局
などによる巫女弾圧策が
明らかになった一方、巫
女の戦争関与は見当た
らず、無罪放免に終わっ
た。
巫女らは今度は、反神社
本庁・反神道政治連盟の
立場から、その現代神社
神道に対する巫女神道
の霊的防衛を唱える立
場となった。
山口での神道天行居の
設立以降、吉備の巫女も
その霊的国防の集団秘
術訓練に参加している。
しかし、巫女らは国粋主
義的・民族主義的思想に
は協力しておらず、やは
り霊的自衛・呪詛の対象
としているのは、日本政
府や神社本庁である。
ユダヤ陰謀論を唱える神
道天行居は、欧米の反
ユダヤ系神秘主義から
当然何度も同盟を求めら
れている。

★復古神
道、伯家神
事秘法（高浜
清七郎・岡
山・山陽
派）、本田霊
学系、太古
神法、斎王
神道、密教
◆元大本
系、のちに反
大本。霊的
国防、ユダヤ
陰謀論（武力
でなく霊力に
よる国防を
唱え、政府・
大本営はこ
れを引き続
き邪視・弾
圧）。清水宗
徳も参加。巫
女に加え、男
子の覡（おか
んなぎ）の霊
力をも重視。

巫女禁断令によって欧
米諸国に渡った巫女らの
娘や孫は、もはや日本の
巫女ではなく欧米の魔女
として生を受け、祖母や
母により、あるいは現地
の神秘主義サロンや西
洋魔術結社の中で、魔
術を教えられて育つこと
となった。東洋や日本の
多神教的神秘主義に触
れた欧米側でも、ネオペ
イガニズムが興り、ウィッ
チクラフトやケイオスマ
ジックといった新たな思
潮が生じた。
これらが現在のニューエ
イジにつながるが、吉備
の巫女神道は、太古の
シャーマニズムに依らな
いスピリチュアリズムに
対しては、金光教や天理
教、大本に対するのと同
様に、抵抗し続けてい
る。

巫女神道、巫女神道霊
学、巫女秘教神道

大本の信者・
中野與之助が
独立して創始。
静岡県清水市
における世界
宗教創始の天
啓を受け、同
地に立教。
★大本、伯家
神事秘法（高
浜清七郎・岡
山・山陽派）、
鎮魂帰神、審
神学、本田霊
学系
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新生法華
宗からの
再分派。
旧本門法
華宗久遠
派の妙蓮
寺一派が
さらに分
派。

1956　連合
会加盟

★伯家神道
系

1961　天理
みろく会

→1962　ほ
んぶしん
（右記へ）

大和本学

造化参神神
傳教会、和
学教授所、
高浜神徳

会、伯家神
道斎修会、

玉鉾会

1949　心霊
科学研究

会
→1959　日

本スピリ
チュアリス

ト協会

1969　神道政
治連盟

神社本庁、
都道府県神
社庁、およ
びこれらの
傘下の全て

の神社

教派神道
系以外の
大規模単
立法人の

神社

神道大教 神理教
神宮（伊勢神
宮）：神社本庁

本宗
出雲大社教 禊教系 神習教

土御門神道→
天社土御門神

道

神道大成
教、神道修

成派
大本 金光教 黒住教 天理教

1961　天理
みろく会

→1962　ほ
んぶしん
（ほんみち
から分派独

立）

御嶽教、扶
桑教、實行

教

教派神道連合会 教派神道連合会教派神道連合会

★太古神道、山蔭家神道直
系、陰陽道、本田霊学、大
日本皇道立教会
◆中臣鎌足以来、大中臣・
卜部の両神道内で存続。概
ね吉備・岡山を本拠とし、南
北朝合一後は南朝正統・復
活論を唱えた。同様の思想
を持つ近代の華族・軍人結
社である大日本皇道立教会
を父・中山忠英（初代会長）
から継いだ忠徳が、山蔭家
第78世ともなり、南朝正統
論の立場を確立。岡山県都
窪郡の御崎神社で応神天
皇以来の吉備山蔭神道の
秘法を門人らに伝授。その
一人、山蔭基央（岡山出身
で、皇典講究所で学ぶ）が、
1946年、忠徳の養子とな
り、1949年、山蔭神道宗家
としての山蔭家を正式に創
設し、第79世を継ぐ。勘当さ
れかけるも、忠徳の教えに
基づき吉備・関西を移動・巡
礼し、改心。愛信会を創設
し、岡山から愛知県額田郡
に入り、貴嶺宮で山蔭神道
を再興。大元霊・大元尊神
（造化三神）を信仰し、天照
大神の上位に置く。同時
に、急速に本田霊学の「一
霊四魂」・直霊思想、中国の
古占法・四柱推命、ヨガなど
を取り入れ、日本心霊科学
協会と親和。一部は「アジマ
リカン」（造化三神の産霊の
はたらきを表す言霊）信仰、
応神天皇初代天皇論に至
る。ユダヤ陰謀論では神道
天行居と親和。皇道立教
会・中山家時代の影響で、
一時は現皇統打倒・国家転
覆論に傾いた。これらの変
質をもって、岡山から入った
巫女らの一部は離脱・帰
郷。

1956
天社山蔭神道愛信会

→1966
（天社）山蔭神道

巫女禁断令によって欧
米諸国に渡った巫女らの
娘や孫は、もはや日本の
巫女ではなく欧米の魔女
として生を受け、祖母や
母により、あるいは現地
の神秘主義サロンや西
洋魔術結社の中で、魔
術を教えられて育つこと
となった。東洋や日本の
多神教的神秘主義に触
れた欧米側でも、ネオペ
イガニズムが興り、ウィッ
チクラフトやケイオスマ
ジックといった新たな思
潮が生じた。
これらが現在のニューエ
イジにつながるが、吉備
の巫女神道は、太古の
シャーマニズムに依らな
いスピリチュアリズムに
対しては、金光教や天理
教、大本に対するのと同
様に、抵抗し続けてい
る。

植芝盛平創
始。
★武道、柔
道、大東流
合気柔術、
親英体道、
大本
◆盛平が大
本に入信。
出口王仁三
郎の勧めで
京都に「合気
武術」の道場
を設立。東京
に移住し、皇
武館道場設
立。皇武会、
次いで合気
会となる。
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1965　第三
文明会、

1981　言霊
神社、

鎮魂道場

2001　宮内
庁が内閣
府設置法
の施行によ
り、同府の
独自の機
関となる。

1966　皇學館
女子短期大学
→1970　皇學
館短期大學

現在に至るま
で、禊教、神道
禊教（禊教真
派）、禊教会、そ
れらからの一
次・二次・三次
分派団体・単立
法人など、多数
の教団に分裂し
たまま。禊教教
庁所在地の身
曽岐神社はか
むながらのみち
の所有となっ
た。

1959　連合会
脱退
1994　連合会
復帰

★土御門神道
の復興
◆宗教法人とし
ての本庁は福
井県おおい町
の土御門家旧
領にあるが、法
人構成員は土
御門宗家の家
系ではない。明
治から教派神
道教団としての
独立を目指す
も、叶わず、最
新の『宗教年
鑑』でも、教派
神道系ではなく
諸教に分類され
る。

1964　旧大
成教所属
の蓮門教
系教団が
解散し、法
華神道系
宗教法人
が消滅。
1976　大成
教が連合
会脱退。

1970　連合
会脱退
（神道でな
いことを自
ら表明した
ため、文化
庁『宗教年
鑑』でも教
派神道系
から諸教に
分類変
更。）

奈良で誕生
（大西玉）、
発祥。大
阪、長野へ
移転、岡山
に定着。
★天理教、
ほんみち
（立教は男
系女性
シャーマン・
教祖個人
の神懸りと
天啓によ
り、かつ天
理教・ほん
みちと同
様、神道色
は極めて希
薄）

平成時
代

岩崎道統
図へ

岩崎道統
図へ

巫女禁断策によって家
業（巫女）を断絶させられ
た一部の吉備の巫女（す
なわち現在は一般女性・
女子）は、皇學館女子短
期大学の創立時、協力
や入学をしてその国文学
系分野の発展に尽力し
たが、やはり長きに亘る
非国家神道・非神宮（特
に非内宮）の立場を捨て
ることはなく、すぐにノー
トルダム清心女子大学な
どの岡山・山陽の女子大
学への協力に転向した。

七澤賢治の言霊学は、これらの団体に継承され、新言霊学「LOGOSOLOGY（ロゴソロジー）」が唱えられ、様々な科学・テクノロジーとの融合が見られる。
一方、伯家神道側から見れば、これら全てが、高浜清七郎（岡山県総社市出身）を中心とする岡山県・吉備・山陽系の伯家神道派からの分派教団・組織である。
清七郎の伯家神道再興の試みは、その意思に反して、元より神道色が希薄であった金光教や天理教、言霊学・偽書研究勢力への伯家神道秘法の過剰流入や、こ
れらの教団・組織への伯家神道の秘伝書物の売り飛ばしを招き、これらの教団・組織によって伯家神道が歪められ、伯家神道そのものが異様なオカルティズムであ
ると誤解される事態を招いた。その傾向は、現代においても継続している。

昭和末期、創唱宗教系の教派神道系教団や新宗教教団は、当時国民の間で流行したオカルティズム・超常現象・心霊現象ブームを多分に利用して教団の宣伝と拡大に走り、教義もこれらと区別の付かないものと
なり、神道・仏教教団とは言えないものに変質した。1970年の天理教の非神道宣言と教派神道連合会からの脱退はその有名な例であるが、逆に神道・仏教系の教義を謳っていながら、実態はオカルティズムに他な
らない教団が多数存在する。これはキリスト教系教団にも言えることであり、教祖とその血統を神聖視し、霊感商法に走る教団も多く登場した。さらには、超能力、透視能力、心霊現象、ムー大陸伝説などを巧みに
取り入れた教団やオカルト雑誌、テレビ番組が登場し、一世を風靡した。ついには、チベット密教系新宗教のオウム真理教が、日本政府や国民による教団への攻撃を既存のものとして捏造し、天皇の廃絶、日本政
府の停止と、教祖を首長とする新国家樹立を図り、無差別殺人事件（松本サリン事件、地下鉄サリン事件など）を引き起こした。

岩崎道統図へ

単立宗教法人には、神社
本庁系神社とは異なる個
性的な祭祀を形成してい
る神社もある一方、靖国
神社参拝問題など、公人
の参拝と信教の自由をめ
ぐって国民感情を二分す
る問題も発生している。

和学教授所、白川学館、
言霊神社、鎮魂道場、和
学国際センター、言霊学
会、（株）七澤研究所、

（株）ロゴストロン研究所、
和器出版（株）など

巫女神道家およびその
巫女らは、神社本庁や特
定の単立神社を中心と
する戦後の神社神道の
神道観、そして昭和末期
のオカルトブームに押さ
れつつも、太古神道と各
家・各系統に伝承される
秘儀秘伝とを融合させた
女系巫女神道を継承し、
極めて小規模ながら、生
存を続けている。

上記の小笠原による言霊学大成の試みで漏れたのは、伯家神道系各派や三五教であるが、これは伯家
神事行法の修行中だった小笠原の弟子・七澤賢治によって試みられた。小笠原は七澤に言霊神社の創
設と神剣「言霊の剣」の製作を命じた。七澤はこれに答えた後、伯家神事行法と三五教系の鎮魂鬼神法・
言語学を修得し、小笠原言霊学にこれらを融合させた。神道天行居も試みから漏れたが、その反ユダヤ
主義が七澤の「布斗麻邇」による万教一致の神の法則と相容れず、最後まで取り込んでいない。

これら全てが、高浜清七郎
（岡山県総社市出身）を中
心とする岡山県・吉備・山
陽系の伯家神道派からの
分派教団・組織である。和
学教授所の中村新子・安
見晴子の母娘間の相伝以
降、各分派でも女系世襲継
承への転向が見られる。但
し、新子と交流のあった長
等神社宮司・新宮幸勝や、
清七郎の曾孫・浩（晴子の
弟）も伯家神道を修め、こ
れら三系統の全てが七澤
賢治の師となり、七澤は伯
家神道の全秘法を修める。

1959年（白川資長逝去）前
後の和学教授所の役員
総監：子爵・白川資長
所長・神事長：中村新子
神事長代理：安見晴子
理事：新宮幸勝

大和本学は、和学教授所
を破門された小笠原大和
が創始。和学教授所と同じ
く、女性門人が多い。

小笠原孝次が設立。前述の
通り、神道霊学の一部をも
含む広義の近代言霊学は、
明治政府により排斥・弾圧
された思想・教団と、明治天
皇が心酔したために存在を
許された思想・教団とに分
かれていたが、小笠原がこ
れらの整理統合を試みた。
その対象となったのは、前
者では金光教、本田霊学、
大本、心霊科学研究会、神
道天行居、神政龍神会、ひ
かり教会などで、後者では
修験道系言霊学、明生会の
神代文字・竹内文書研究を
はじめとする超古代文書
（偽書とされる）研究、音図・
数霊研究、テレパシー研
究、合気道などである。これ
に加え小笠原は、真淵・宣
長以来の『古事記』研究（と
りわけ、宣長門下・橘家神
道の長瀬真幸のそれ）をも
融合させようとした。但し、
後者を母体とした整理統合
となったため、神道霊学で
はなく万教融合のスピリ
チュアリズムの姿となった。
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令和時
代

巫女神道、
巫女神道

霊学、巫女
秘教神道

出雲系巫女
神道・巫女舞
歌道

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女（御
子、神子）

神庭（かん
ば）・真庭（ま
にわ）流流巫
女神道・巫女
舞歌道

杵築大社（出
雲大社）の建
設

乙倉（おとく
ら）流巫女神
道・巫女舞
歌道

狩屋（かり
や）流巫女神
道・巫女舞歌
道

日下・草加（く
さか）流巫女
神道・巫女舞
歌道

神社（かん
じゃ、じんじゃ、
かんこそ、こう
こそ）流巫女神
道・巫女舞歌道

藤原流巫女神
道・巫女舞歌道

守屋（もり
や）流巫女
神道・巫女
舞歌道

備中一宮
（吉備津神
社）鳴釜神
事（吉備津
の釜 、御
釜祓い、釜
占い）、備
前一宮（吉
備津彦神
社）神子座
（巫女座、
御子座）流
巫女神道・
巫女舞歌
道

『記紀』神
話、アマテ
ラス・天孫
直系

黒明（くろ
あけ、くろ
みょう）流
巫女神
道・巫女
舞歌道

原始巫女神
道

原始巫女神
道

原始巫女神
道

原始巫女神道 原始巫女神道 原始巫女神道
原始巫女

神道
原始巫女

神道

楯築墳丘墓
流鬼神道

楯築墳丘墓
流鬼神道

楯築墳丘墓流
鬼神道

楯築墳丘
墓流鬼神

道
姫社系巫女

神道
姫社系巫女

神道
姫社系巫女神

道
姫社系巫
女神道

非ヤマト王権
系祭祀

非ヤマト王
権系祭祀

非ヤマト王権
系祭祀

非ヤマト王権
系祭祀

非ヤマト
王権系祭

出雲族系祭
祀

吉備国系祭
祀

吉備国系祭
祀

吉備国系祭祀
吉備国系

祭祀
和気氏系祭祀

出雲神道
古墳文明系

祭祀
古墳文明系

祭祀
古墳文明系祭

祀
古墳文明
系祭祀

芥子山磐座
流

芥子山磐座流 芥子山磐座流
芥子山磐

座流
芥子山磐

座流
古神道 古神道 古神道 古神道 古神道 古神道

大中臣神道
物部、斎部、大

中臣神道

物部、斎
部、大中臣

神道

蘇我氏
（崇仏）系

祭祀
備前一宮神
子座流巫女

神楽

備前一宮神
子座流巫女

神楽

備前一宮神子
座流巫女神楽

備前一宮神子
座流巫女神楽

備前一宮神子
座流巫女神楽

備前一宮
神子座流
巫女神楽

備前一宮
神子座流
巫女神楽

皇室神道
伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道

いざなぎ流
陰陽道 陰陽道

伊勢神道 伊勢神道 伊勢神道 伊勢神道 伊勢神道 伊勢神道
吉田神道 吉田神道 吉田神道 吉田神道
吉川神道 吉川神道 吉川神道 吉川神道 修験道
垂加神道 垂加神道 垂加神道 垂加神道 両部神道
儒家神道 儒家神道 儒家神道 儒家神道 儒家神道 三輪神道

法華神道
山王一実

神道
教派神道（神
道十三派）

教派神道
（神道十三

教派神道（神
道十三派）

教派神道（神道
十三派）

出雲大社教 神宮教 神宮教 神社神道 神宮教
禊教系 禊教系 国家神道 禊教系

神習教 神習教 神道大教院 神習教
神道修成派 神道大教

黒住教 黒住教 黒住教 黒住教 黒住教 黒住教
天社土御門神

道
天社土御門神

道
天社土御
門神道

天社土御
門神道

神道霊学 神道霊学 神道霊学 神道霊学

神道天行居 神道天行居
神道天行

居
神道天行

居

吉備王国西
端（山口）

物部氏・忌部（斎部）氏・（大）中臣氏（廃仏）系祭祀
（女系から男系へ変遷）

物部氏・忌部（斎部）氏・（大）中臣氏（廃仏）系祭祀
（女系巫女神道）

太古女系王権の神道・言語文化（邪馬台国：九州説、出雲説、吉備説、畿内説など）

吉備の多くの女系巫女神道家は以下を主張。
→　ヤマトの埴輪（特殊器台・特殊壺）、ヤマトの神社（姫社）、ヤマト日本語
（古代吉備語）、ヤマトの土器製塩、ヤマトの鉄産業は、いずれも吉備が発祥
地・源流である。→　最近の発掘調査により、一部は史実であることが判明し
つつある。吉備とヤマトの相関図を見よ。

吉備型（縄文・弥生・三韓・新羅系）巫女神道

女系巫女神道家（および巫女）の所属先および巫女の供給先の教派・教団
：明治政府による巫女禁断・弾圧策に基づく強制配属先（供給先）と、これに反発して秘儀秘伝化（秘教神道化）し戦後も残存した場合の配属先（供給先）の教派・教団。但し、令和時代開始時点で残存しており、各教派・教団の祭
祀に呼ばれて生計の全部または一部を立てる女系巫女神道家に限る。）

邪馬台国（太古女系王権の一）の神道・言語文化

上下順不同

阿哲・阿新・神郷・神代（こうじろ）・矢神・雨請山・鯉ヶ窪
湿原流巫女神道・巫女舞歌道

楯築墳丘墓流鬼神道（広義には、温羅伝説、鬼ノ城伝説、吉備津彦伝説、桃太郎
伝説などを含む、またはこれらの根源）

★縄文型原始神道祭祀
女系巫女神道家の巫女（御子、神子）
★縄文型原始神道祭祀

総社、倉敷、高梁、瀬戸内、備前の女系社家・巫
女（御子、神子）
★縄文・弥生混合型原始神道祭祀

←　ヤマトが吉備を征服、物部・忌部・中臣氏系祭祀を取り込む
ヤマト型（百済・末期渡来人・末期弥生系）男系巫女神道

仏教系・蘇我氏（崇仏）・神仏習合系祭祀

出雲・吉備混合型（縄文・弥生・三韓・新
羅系）巫女神道

下記三氏族は、いずれも神別天神系祭祀氏族（すなわち、天
孫・神武天皇・ヤマト王権が大和の地に入る以前から列島に土
着した祭祀氏族）であり、吉備王国・西日本や大和の各地で祭
祀を司った。忌部神道の拠点は岡山県備前市伊部など。

男系大王（天皇）系祭祀

朝鮮から仏教私伝

上下順不同

古代吉備圏（岡山、広島、山口、兵庫）

吉備系巫女神道・巫女舞歌道

古代畿内→古代ヤマタイ→ヤマト圏（奈良、京都）古代出雲圏

卑弥呼（女王兼筆頭巫女）
★朝鮮・渡来系祭祀
★→　神武東征神話

芥子山磐座流（大多羅寄宮、句句廼馳神社、布施神社流）巫女神
道・巫女舞歌道

姫社（ひめこそ）系巫女神道・巫女舞歌道
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二所山田神
社宮司宮本
家・巫女、の
ち女子道社
員・近隣の主
婦・女子

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女（御
子、神子）

吉備の巫女と琉
球のシャーマン

女系巫女（御
子、神子）

女系巫女
（御子、神
子）

二所山田神
社・女子道社
流巫女神道・
巫女舞歌道

その他、巫女
神道・巫女舞
歌道を有する
全国の巫女
（神社・社家に
属するも、現
皇統・神社神
道とのつなが
りが見出せな
い非ヤマト王
権系）

国定（くにさ
だ）流巫女
神道・巫女
舞歌道

高祖（こうそ、
たかそ、たか
す）流巫女神
道・巫女舞歌
道

虫明（むしあ
け）流巫女神
道・巫女舞歌
道

岸本流巫女神
道・巫女舞歌道

道満（どうまん）
流巫女神道・巫
女舞歌道

守安・森安
（もりやす）
流巫女神
道・巫女舞
歌道

正宗（まさ
むね、しょ
うしゅう）
流巫女神
道・巫女
舞歌道

山本流
巫女神
道・巫女
舞歌道

御巫（み
かなぎ、
みかんな
ぎ、みか
んこ）流
巫女神
道・巫女
舞歌道

原始巫女神
道

原始巫女神
道

原始巫女神道 原始巫女神道 原始巫女神道
原始巫女

神道
原始巫女

神道
原始巫
女神道

原始巫
女神道

楯築墳丘墓
流鬼神道

楯築墳丘墓
流鬼神道

楯築墳丘墓流
鬼神道

楯築墳丘墓流
鬼神道

楯築墳丘墓流
鬼神道

楯築墳丘
墓流鬼神

道

楯築墳
丘墓流
鬼神道

姫社系巫女
神道

姫社系巫女
神道

姫社系巫女神
道

姫社系巫女神
道

姫社系巫女神
道

姫社系巫
女神道

姫社系
巫女神

非ヤマト王
権系祭祀

非ヤマト王権
系祭祀

非ヤマト王権
系祭祀

非ヤマト王権系
祭祀

非ヤマト王権系
祭祀

非ヤマト
王権系祭

祀

非ヤマト
王権系
祭祀

吉備国系祭
祀

吉備国系祭
祀

吉備国系祭祀 吉備国系祭祀 吉備国系祭祀
吉備国系

祭祀
吉備国
系祭祀

古墳文明系
祭祀

古墳文明系
祭祀

古墳文明系祭
祀

古墳文明系祭
祀

古墳文明系祭
祀

古墳文明
系祭祀

古墳文
明系祭

芥子山磐
座流

古神道

古神道 古神道 古神道 古神道 古神道 古神道 古神道 古神道

斎王（斎
宮、斎

院）系神
道

物部、斎
部、大中臣

神道

蘇我氏
（崇仏）系

祭祀

蘇我氏
（崇仏）
系祭祀

荒木田
神道

備前一宮神
子座流巫女

神楽

備前一宮神
子座流巫女

神楽

備前一宮神子
座流巫女神楽

備前一宮神子
座流巫女神楽

備前一宮神子
座流巫女神楽

備前一宮
神子座流
巫女神楽

備前一宮
神子座流
巫女神楽

備前一
宮神子
座流巫

蘇我氏
（崇仏）
系祭祀

伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神道 伯家神 伯家神
伊勢神道 伊勢神道 伊勢神道 民俗神道 修験道 伊勢神道 伊勢神道 伊勢神
吉田神道 吉田神道 雲伝神道 両部神道 吉田神道 吉田神道 吉田神

吉川神道 吉川神道
自然真営道（安
藤昌益の著に

よる）
三輪神道 吉川神道 吉川神道

吉川神
道

垂加神道 垂加神道 山王一実神道 垂加神道 垂加神道 垂加神
儒家神道 儒家神道 儒家神道 儒家神道 儒家神道 修験道 儒家神道

両部神道 両部神 両部神
山王一実

神道
三輪神

道
山王一
実神道

山王一
実神道

教派神道
（神道十三

派）

教派神道（神
道十三派）

教派神道（神
道十三派）

教派神道
（神道十
三派）

教派神
道（神道
十三派）

教派神
道（神道
十三派）

神宮教 神宮教 神宮教 大本 神宮教 神宮教 神道大
禊教系 禊教系 黒住教 禊教系 禊教系 神宮教
神習教 神習教 神習教 金光教 神習教 神習教 禊教系

神道修成派 天理教 黒住教 黒住教 神習教
黒住教 黒住教 黒住教 ほんみち 黒住教 金光教 黒住教

ほんぶしん
天社土御
門神道

天理教 御嶽教

天社土御門
神道

天社土御門神
道

ほんぶしん ほんみち
天社土
御門神

實行教

ほんぶしん 神道霊学 神道霊学
ほんぶし

ん

神道天行居
神道天行

居
↓一部は琉球
へ

ヤマトの傀儡
（太宰府）

古代四大王
国以外の地
方歌壇

筑紫・太宰府
歌壇
ヤマト（大和）
歌壇

出雲歌壇 吉備歌壇

吉備氏
：歌垣や「う
た、うたい
（歌、唄、詩、
謡）」から和歌
への過渡期を
経験した太古
豪族

和気氏
：歌垣や「うた、
うたい（歌、唄、
詩、謡）」から和
歌への過渡期
を経験した太古
豪族

和邇氏
：歌垣や「う
た、うたい
（歌、唄、
詩、謡）」か
ら和歌へ
の過渡期
を経験した
太古豪族

ヤマト王権
連合が進
化した大和
朝廷・日本
国において
和歌文化
の中心を
担う豪族・
貴族・武家

↓
皇統
（百済男
系王族直
系＝天皇
家・後続）

→ 『歌道
総覧』(5)
へ

↓
熊野土着
の霊山信
仰をヤマ
ト型祭祀
に切り替
えて熊野
別当・熊
野三山検
校を配置

↓
滅亡、ヤマト

に編入

↓大和・奈良と
並ぶ万葉の母

体

↓
滅亡、ヤマト

に編入

↓
滅亡、ヤマト

に編入
↓　百済
王族庶流
（西の京）

『歌道総覧』(2) ヤマト王権が整備したが、依然として巫女の託宣・呪
的行為が中心の歌壇

『歌道総覧』(3) 古代ヤマト系神社神道・近代社格制度下・神社本庁統制
下の古代神社・古道歌壇

和歌文化の存在が確認できない太古豪
族
（定型詩文化を有したが、比較的早期に
これを失い、かつ、のちの日本の和歌・
歌道の誕生の前に衰亡したと考えられ
る、最末期の渡来人勢力）

朝鮮から仏教公伝

ヤマトが取り込み（吉備太宰）

↓↓　これ以降、『旧派歌道流派系統図』に同じ

↓
近代の巫女禁断策、教派神道などへの非ヤマト系巫女神道の強制編入へ（下方）

『歌道総覧』(1) かつ (2)

百済男系
王族・万世
一系男子
（のちの大
王→天皇）

『歌道総覧』(4) 山岳信仰・修験道・
仏教・神仏習合歌壇

百済男系
王族女子

ヤマト王権連合本体
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曹洞宗
分霊 分霊 池田家

備後国一宮
吉備津神社

備中国一宮
吉備津神社

備前国一宮
吉備津彦神

社
美作国 播磨国 池田分家 浄土宗

浄土真宗
（真宗・一

向宗）

時宗（遊行
宗）

法華宗（日
蓮宗、日蓮
法華宗）

臨済宗 曹洞宗

足利義満が
吉備津神社
本殿（比翼
入母屋造）

再建

鳥取藩 岡山藩 姫路藩

岡山で誕
生、発祥。
法然が開
宗。

親鸞が開
宗。

一遍が開
宗。

日蓮が開
宗。

岡山で誕
生、発祥。
栄西が開
宗。

道元が開
宗。

吉備津社系
黒住家

黒住分家

1859
金光教

1814
黒住教

1838
天理教

1595　受布
施派

1595　不受
不施派

岡山で生
誕、発祥。
金光大神こ
と川手文治
郎・赤沢文治
が創始。

岡山で生
誕、発祥。
黒住宗忠
（今村宮社
家・禰宜）が
創始。

中山みきが創
始。

日蓮本宗、
日蓮正宗、
法華宗など
ほぼ全ての
法華系宗
旨

岡山県に
集中的に
発生

血縁 血縁 血縁 血縁

黒住宗忠宗
家

大日本帝
国陸軍

大日本帝国陸
軍

←流入

1950
ほんみち

大日本帝
国陸軍歩
兵第十連
隊将校、師
範学校

近衛兵・近衛師
団、師範学校

1962
ほんぶしん

日蓮宗不
受不施派
→1946

妙法華宗
→1952

日蓮宗不
受不施派

日蓮宗不
受不施講

門派
→1946

日蓮講門
宗

1982
岩崎純一誕生

小学生時代

中学生、高校
生時代（中高

一貫）

東京大学時代
（教養学部、西
洋哲学・東洋
哲学・和歌等）

東京大学中退

20歳代～

岩崎純一

現在

岡山藩初代藩主・池田光政以降、歴代藩主による弾圧（”邪宗門”）→×

鎌倉六宗（鎌倉仏教、鎌倉新仏教。詳細は前述。）

巫女神道、巫女神道霊学、巫女秘教神道

加藤章三

岡山県キリスト教系
郷土文学

→　巫女らが秘儀秘伝を伝授。歌道家を兼ねる巫女らは、一部の歌書も伝授。　→

岡山県内で協力と離別
を反復

1682
岡山不受
不施日指
派（導師

派）
→1689

日蓮宗不
受不施派

1682
岡山不受
不施津寺
派（不導
師派）
→1689

不受不施
日蓮講門

宗

←　文芸指導　←
（日本神話・民話・キリスト教折衷の岡山・山陽の郷土文学・児童文学）

←　文芸指導　←（岡山・山陽の郷土文学・児童文学）

岡山白陵中学校・高校「百人一首大会」運営委員←
（和歌・古典の修道の契機）

→　巫女らが神道、歌書の伝受を検討。→

永瀬清子：「黄薔
薇」、「女人随筆」主
宰。天女伝説、卑弥
呼伝説。

吉備王国総鎮守　吉備津神社

鳴釜神事（吉備津の釜 、
御釜祓い、釜占い）を担

当→

幕末三大新宗教

←大和朝廷が吉備分断
策

岩崎道統図
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